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昨
年
一
〇
月
末
に
明
ら
か
と
な
っ
た
政
府
の
「
総
合
デ
フ
レ
対
策
」
は
、
不
良
債
権
処
理
の
加
速
と
借
り
手
企
業
の
再
生
を
一
体

で
進
め
る
と
と
も
に
、
企
業
整
理
に
伴
う
デ
フ
レ
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
雇
用
対
策
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
安
全
網
を
整
備
す
る
こ

と
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
銀
行
の
不
良
債
権
の
裏
側
に
は
非
効
率
な
企
業
の
存
在
が
あ
る
。
今
回
の
総
合
デ
フ

レ
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
産
業
再
生
機
構
」
の
創
設
（
四
月
予
定
）
は
、
民
間
の
自
主
性
に
任
せ
た
の
で
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
企
業
整
理
・
改
革
（
非
効
率
企
業
の
淘
汰
と
再
生
）
ひ
い
て
は
産
業
再
編
成
を
政
府
主
導
に
よ
っ
て
推
進
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。

今
回
の
産
業
再
生
機
構
の
創
設
は
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
①

な
ぜ
日
本
で
は
民
間
主
導
の
企
業
改
革
・
再
生
が
円
滑
に
進
ま
な
い
の
か
、
わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
の
何
が
欠
点
な
の
か
。
②
産
業
再

生
機
構
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
企
業
改
革
・
再
生
さ
ら
に
産
業
再
編
を
計
ろ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
的
な
役
割
・
機

能
は
何
か
。
そ
れ
は
果
た
し
て
成
功
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
成
功
す
る
た
め
の
条
件
は
何
か
。
③
産
業
・
企
業
再
生
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
く
な
っ
た
場
合
の
帰
結
、
シ
ナ
リ
オ
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
答
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
関
連
数
値
や
具
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
の
所
在
を
敷
衍

し
て
み
よ
う
。

（1）

日
本
の
産
業
・
企
業
再
生
の
行
方

二
上
季
代
司



１
　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
企
業
再
生

企
業
が
財
務
危
機
に
陥
っ
た
と
き
、
そ
の
危
機
管
理
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り
う
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
各
局

面
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
当
該
企
業
の
再
生
可
能
性
、
存
続
可
能
性
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
、
②
存
続
可
能
と

判
断
で
き
れ
ば
過
剰
債
務
の
放
棄
や
株
式
化
な
ど
に
よ
っ
て
資
本
構
成
を
適
正
に
す
る
こ
と
、
③
他
方
、
事
業
を
中
核
、
非
中
核
に

切
り
わ
け
て
再
建
計
画
を
作
り
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
非
中
核
的
・
遊
休
的
あ
る
い
は
不
採
算
的
な
資
産
・
事
業
を
清
算
、
売
却
あ

る
い
は
単
独
で
存
続
し
え
な
い
場
合
に
は
提
携
先
、
売
却
先
を
模
索
（
Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介
）
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
定
説
で
は
、
わ
が
国
企
業
の
こ
う
し
た
危
機
管
理
の
す
べ
て
の
局
面
に
お
い
て
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
主
導
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
、
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
取
引
先
企
業
の
経
営
情
報
を
占
有
し
て
お
り
、
経
営
を

監
視
出
来
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
こ
そ
が
当
該
企
業
が
経
営
危
機
に
陥
っ
た
時
に
再
生
可
能
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
。

そ
し
て
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
他
の
株
主
や
債
権
者
か
ら
当
該
企
業
再
編
計
画
の
同
意
を
得
る
べ
く
損
失
分
担
の
調
整
を
担
う
。
そ
の

過
程
で
、
債
権
の
肩
代
わ
り
な
ど
み
ず
か
ら
最
大
の
損
失
を
引
き
受
け
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
だ
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
当
該
企
業
の
経
営
危
機
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
監
視
機
能
の
失
敗
を
意
味
し
、
そ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
最

大
の
損
失
を
甘
受
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
そ
の
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
き
れ
い
に
し
、
し
か

る
の
ち
に
系
列
化
を
斡
旋
す
る
な
ど
の
形
で
ど
こ
か
別
の
企
業
と
一
緒
に
さ
せ
る
、
と
い
う
や
り
方
で
処
理
し
て
き
た
、
と
い
う
の

で
あ
る
（
１
）。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
こ
う
し
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
の
危
機
管
理
が
円
滑
に
働
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

現
状
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
債
権
放
棄
と
新
規
資
金
の
供
給
だ
け
で
あ
り
、
企
業
再
生
を
担
保
す
る
た
め
の
事

業
・
組
織
の
見
直
し
は
進
ん
で
い
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
数
字
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、
大
手
銀
行
が
昨
年
（
二
〇
〇
二
年
）
上
期
に
行
っ
た
債
権
放
棄
（
法
的
整
理
に
よ
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る
も
の
を
除
く
）
の
額
は
六
二
五
一
億
円
で
前
年
同
期
の
九
倍
、
債
権
の
株
式
化
は
五
二
八
二
億
円
で
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
た
取
引

先
企
業
へ
の
支
援
額
は
一
兆
一
五
三
三
億
円
、
前
年
同
期
比
一
六
倍
で
あ
る
。
昨
春
の
金
融
庁
に
よ
る
大
手
銀
行
等
へ
の
特
別
検
査

で
査
定
を
厳
格
化
し
た
結
果
、
破
綻
懸
念
先
な
ど
に
区
分
を
引
き
下
げ
た
先
の
支
援
が
大
き
い
。
ま
た
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
に

よ
る
と
、
債
権
放
棄
先
は
一
〇
四
社
（
昨
年
一
〜
九
月
実
績
）
で
過
去
最
多
の
ペ
ー
ス
（
２
）

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
八
五
年
以
降

の
債
権
放
棄
先
の
累
計
は
六
六
八
社
、
う
ち
一
五
一
社
（
二
二
・
六
％
）
が
破
綻
し
て
お
り
、
二
回
も
債
権
放
棄
し
た
企
業
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
債
権
放
棄
組
の
ほ
と
ん
ど
は
再
編
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
株
価
も
一
〇
〇
円
割
れ
、
な
か
に
は
五
〇
円
額
面
割

れ
の
ま
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

他
方
、
昨
年
は
上
場
企
業
二
九
社
が
会
社
更
正
法
な
ど
で
法
的
整
理
に
付
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
新
潟
鉄
鋼
所
、
殖
産
住
宅
、
ニ

ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
、
日
立
精
機
な
ど
、
二
〇
社
近
く
で
支
援
企
業
や
譲
渡
先
な
ど
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
い
る
（「
日
経
金
融
新
聞
」

一
二
月
二
一
日
）。
つ
ま
り
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
で
私
的
整
理
さ
れ
た
企
業
の
再
生
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
支
援
を

あ
き
ら
め
て
法
的
整
理
さ
れ
た
企
業
の
方
が
ス
ム
ー
ス
に
再
編
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
数
字
や
具
体
例
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
を
中
心
に
巨
額
の
債
権
放
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
債
権
放

棄
組
で
は
不
稼
働
・
不
採
算
の
資
産
、
事
業
の
整
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
提
携
等
を
通
じ
た
支
援
先
が
現
れ
ず
、
再

生
、
再
編
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
書
き
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
わ
が
国
の
行
政
当
局
の
対
応
は
「
産
業
再
生
機
構
」
の
設
置
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
を
見
よ

う
。

（3）



２
　
産
業
再
生
機
構
の
概
要

産
業
再
生
機
構
は
預
金
保
険
機
構
の
付
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。
融
資
機
能
を
持
つ
金
融
機
関
で
あ
る
（
出
資
、
信
託
、
保

証
業
務
も
あ
わ
せ
も
つ
）。
株
式
会
社
形
態
で
は
あ
る
が
、
運
営
方
針
、
役
員
選
任
に
は
政
府
が
関
与
す
る
半
官
半
民
の
組
織
と
な

る
。
原
案
で
は
買
い
取
り
期
間
二
年
、
設
置
期
間
三
年
で
五
年
間
の
存
続
と
い
う
時
限
措
置
で
あ
る
。
そ
の
業
務
は
企
業
の
再
建
可

能
性
の
判
断
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
債
権
買
取
な
ら
び
に
支
援
企
業
の
選
定
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
決
定
は
機
構
内
に

設
け
ら
れ
た
「
産
業
再
生
委
員
会
」
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
産
業
再
生
機
構
は
、
再
生
可
能
と
判
断
さ
れ
る
企
業
の
債
権

を
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
買
い
取
っ
て
（
３
）、

メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
二
人
三
脚
で
再
建
に
あ
た
る
の
だ
が
、
買
い
取
り
後
は
支
援
企
業
の
選

定
だ
け
に
限
定
し
、
実
際
の
支
援
業
務
は
民
間
に
委
ね
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
買
い
取
っ
た
不
良
債
権
が
塩
漬
け
に
な
ら

な
い
よ
う
に
設
置
期
間
も
三
年
と
限
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
主
た
る
対
象
債
権
は
「
要
管
理
先
」
と
さ
れ
て
い
る
。
要
管
理
債

権
の
規
模
は
大
手
企
業
向
け
で
約
一
〇
兆
円
（
二
〇
〇
二
年
三
月
末
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
買
い
取
り
資
金
一
〇
兆
円
の
根
拠
と
さ
れ

る
（
４
）。と

こ
ろ
で
、
再
生
可
能
の
判
断
基
準
は
「
産
業
再
生
・
雇
用
対
策
戦
略
本
部
」
が
指
針
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
案
は
、
再
建
計
画
に
期
限
を
設
定
し
、
三
年
以
内
に
①
債
務
残
高
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
一
〇
倍
以
内
、

②
経
常
収
入
が
経
常
費
用
を
上
回
る
こ
と
、
ま
た
③
経
営
改
善
基
準
と
し
て
（
イ
）
株
主
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
二
ポ
イ
ン
ト
改

善
、（
ロ
）
有
形
固
定
資
産
回
転
率
五
％
向
上
、（
ハ
）
従
業
員
一
人
あ
た
り
付
加
価
値
六
％
向
上
、
の
い
ず
れ
か
を
達
成
す
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
一
年
度
決
算
で
み
る
と
、
有
利
子
負
債
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
一
〇
倍
を
超
え
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
ゼ
ロ
ま
た
は
赤
字
の
企
業
は
、
東
証
一
部
二
部
一
七
五
〇
社
中
、
六
三
二
社
（
三
六
％
）
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、
う
ち
建
設
は
六
八
（
一
二
〇
社
中
、
五
七
％
）、
機
械
六
七
（
一
四
四
社
中
、
四
七
％
）、
電
気
機
器
六
六
（
一
九

（4）



〇
社
中
、
三
五
％
）、
商
社
六
三
（
一
六
六
社
中
、
三
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
５
）。

こ
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
な
る
と
、
か
な

り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
企
業
淘
汰
が
予
想
さ
れ
る
。

他
方
、
買
取
価
格
は
実
質
簿
価
（
簿
価
か
ら
引
当
金
を
控
除
し
た
額
）
と
さ
れ
る
。
引
当
金
の
算
定
と
し
て
割
引
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
方
式
を
利
用
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
買
取
価
格
は
簿
価
の
一
六
％
程
度
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
な
お
整

理
回
収
機
構
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
買
取
価
格
は
一
〇
％
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
は
高
い
こ
と
に
な
る
）。

３
　
産
業
再
生
機
構
の
問
題
点

以
上
が
産
業
再
生
機
構
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
企
業
再
生
の

可
能
性
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
当
該
企
業
の
経
営
情
報
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
握
っ
て
お
り
、
実
際
上
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
そ

の
判
断
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
債
権
放
棄
に
応
じ
て
き
た
企

業
の
多
く
は
再
生
未
達
で
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
判
断
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
見
極
め
る
能
力
が
産
業
再
生
機
構
に
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
先
の
買
取
基
準
は
指
針
で
あ
り
、
業
種
ご
と
の
特
殊
事
情
を
勘
案
し
て
関
係
省
庁
が
必
要
に
応
じ

て
事
業
別
の
指
針
を
策
定
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
買
取
基
準
に
政
治
的
な
圧
力
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
第

三
に
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
債
券
を
売
却
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
買
取
価

格
は
「
実
質
簿
価
」
で
あ
る
た
め
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
売
却
す
る
よ
り
も
売
値
は
高
い
。
し
か
し
売
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
貸
倒
引
当
金
は
損

失
と
し
て
確
定
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
再
建
可
能
な
企
業
の
債
権
で
あ
る
な
ら
正
常
債
権
と
し
て
生
き
返
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の

で
、
売
ら
ず
に
も
っ
て
お
こ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
一
方
で
働
こ
う
。
そ
の
可
能
性
は
、
再
生
の
蓋
然
性
の
高
い
企
業
向
け

債
権
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
高
く
な
る
。
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４
　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
に
よ
る
企
業
再
生
の
問
題
点

そ
こ
で
元
に
戻
っ
て
、
こ
れ
ま
で
定
説
と
さ
れ
て
き
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
の
企
業
再
生
が
、
ど
う
し
て
円
滑
に
進
ま
な
く
な
っ

た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
移
ろ
う
。
そ
の
原
因
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
監
視
機
能
の
低
下
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
直
接
金
融
へ
の
シ
フ
ト
と
と
も
に
貸
出
の
比
重
が
低
下
す
る
と
、
銀
行
が
も
つ
対
企
業
交
渉
力
を
以
前
ほ
ど
に
は
発
揮

で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
る
事
前
お
よ
び
途
中
の
監
視
機
能
が
低
下
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
的
外
れ

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
監
視
機
能
の
低
下
は
資
本
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
企
業
経
営
の
良
い
状
態
の
時
に
い
え
る
こ
と
で
（
６
）、

企
業

経
営
が
悪
化
し
て
く
る
と
、
資
本
市
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
銀
行
依
存
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。
今
問
わ
れ
て
い

る
の
は
、
主
取
引
先
企
業
が
経
営
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
以
前
の
よ
う
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
の
危
機
管
理
が
な
ぜ
出
来
な
く
な
っ

た
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
②
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
そ
の
様
な
危
機
管
理
が
出
来
る
能
力
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は
、
銀
行
の
抱
え
る
不
良
債
権
が
あ
ま
り
に
多
く
て
、
従
来
の
よ
う
な
企
業
整
理
（
破

綻
処
理
と
再
生
）
に
乗
り
出
す
と
、
多
額
の
償
却
損
が
で
て
銀
行
の
自
己
資
本
が
毀
損
し
、
銀
行
自
身
の
経
営
が
た
ち
行
か
な
く
な

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
的
整
理
に
で
れ
ば
多
額
の
償
却
が
免
れ
な
い
が
債
務
放
棄
を
す
れ
ば
そ
の
分
だ
け
の
損
に

と
ど
ま
る
の
で
中
途
半
端
な
（
と
い
っ
て
も
巨
額
で
あ
る
が
）
債
権
放
棄
の
私
的
整
理
を
選
ぼ
う
と
す
る
の
だ
、
と
さ
れ
る
。
総
合

デ
フ
レ
対
策
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
た
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
査
定
強
化
に
よ
る
不
良
債
権
の
最
終
処
理
促
進
を
う
た
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
こ
う
し
た
銀
行
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ァ
ー
を
牽
制
し
よ
う
と
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
日
本
企
業
対
象
の
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
は
合
計
す
る
と
、
現
状
、
設
定
額
が
一
兆
円
に
の
ぼ
る
。
通
常
は
こ
れ
に
借
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入
金
を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
買
収
可
能
金
額
は
約
三
兆
円
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
買
収
実
績
（
九
八
年
〜
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
は

二
割
以
下
の
四
九
〇
〇
億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
金
融
機
関
が
本
格
的
な
不
良
債
権
処
理
に
踏
み
切
ら
な
い
た
め
に

売
り
物
が
出
て
こ
な
い
か
ら
だ
（
７
）

と
さ
れ
る
（「
日
経
」
一
一
月
二
一
日
）。
銀
行
は
不
良
債
権
の
「
損
き
り
処
分
」
が
で
き
な
い
の
だ

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
解
釈
は
、
③
企
業
再
生
の
や
り
方
が
、
か
つ
て
の
高
度
成
長
期
と
は
様
変
わ
り
と
な
り
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
は
こ
の

変
化
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
来
ま
で
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
多
額
の
損
を
か
ぶ
っ
て
主
取
引
先
企
業
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
き
れ
い
に
し
、
同
業
他
社
あ
る
い
は
取
引
先
に
営
業
譲
渡
、
第
三
者
割
当
増
資
に
よ
る
子
会
社
化
、
吸
収
合
併
の
形
で

当
該
企
業
を
ま
る
ご
と
処
理
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
の
企
業
再
生
は
事
業
分
野
や
部
門
ご
と
に
コ
ア
と
な
る
部
分
と
そ
う
で
な

い
部
分
に
切
り
分
け
、
そ
の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
は
じ
い
て
企
業
価
値
を
算
定
し
、
不
要
の
部
分
は
清
算
、
売
却
し
、
存
続

で
き
る
部
分
だ
け
を
再
生
す
る
と
い
う
分
解
型
の
再
生
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
８
）。

そ
れ
は
、
各
産
業
の
絶
対
的
な
オ
ー
バ

ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
現
状
で
は
単
な
る
企
業
再
編
で
は
な
く
産
業
自
体
の
再
編
成
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
し
、
今
日
の
Ｉ

Ｔ
革
命
に
よ
っ
て
効
率
的
な
企
業
組
織
の
あ
り
方
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
組
み
合
わ
せ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
等
、
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
形
の
企
業
再
生
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
企
業
の
資
産
、

事
業
部
門
の
市
場
価
値
が
は
じ
き
出
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
市
場
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
メ
イ
ン

バ
ン
ク
主
導
型
で
は
な
く
市
場
経
由
型
の
企
業
再
生
で
あ
る
。

そ
の
点
で
言
え
ば
わ
が
国
の
Ｍ
＆
Ａ
市
場
は
徐
々
に
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
度
上
期

（
四
〜
九
月
）
の
日
本
企
業
間
の
Ｍ
Ａ
は
八
八
二
件
で
前
年
同
期
比
三
三
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
目
的
別
で
は
既
存
分
野
・

周
辺
分
野
の
強
化
が
四
八
八
件
、
グ
ル
ー
プ
内
再
編
が
三
三
九
件
と
な
っ
て
お
り
、
九
六
年
度
以
降
は
グ
ル
ー
プ
内
再
編
が
先
行
し

（7）



て
い
た
が
、
九
八
年
度
以
降
に
な
る
と
既
存
分
野
の
強
化
へ
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
年
も
新
規
事
業
進
出
は
低
水
準
で
あ
る

と
い
う
調
査
結
果
が
だ
さ
れ
て
い
る
（
野
村
証
券
金
融
研
究
所
調
べ
）。
ま
た
同
じ
調
査
は
形
態
別
で
は
株
式
買
収
、
資
産
買
収
が

増
加
し
て
お
り
合
併
は
減
少
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
別
の
調
査
で
は
、
事
業
や
子
会
社
の
売
却
が
二
〇
〇
一
年
度

で
は
ア
メ
リ
カ
二
四
九
四
件
、
日
本
二
七
四
件
と
な
っ
て
お
り
、
上
場
企
業
一
社
あ
た
り
に
直
す
と
ア
メ
リ
カ
〇
・
四
五
件
、
日
本

〇
・
一
件
で
あ
り
（
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
調
査
）、
市
場
経
由
の
分
解
型
企
業
再
生
は
日
本
で
増
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
日
米
格
差
は
ま
だ

大
き
い
。

５
　
産
業
・
企
業
再
生
が
す
す
ま
な
け
れ
ば
…
…

以
上
の
よ
う
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
の
企
業
再
生
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
代
替
（
と
い
う
よ
り
補
完
）
す
る
産
業
再
生
機
構

に
も
や
は
り
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
で
は
、
産
業
・
企
業
再
生
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
帰
結
・
シ
ナ
リ
オ

は
ど
う
な
る
の
か
、
そ
れ
を
最
後
に
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
点
で
興
味
深
い
示
唆
が
白
川
浩
道
氏
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
証
券
チ

ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（「
日
経
金
融
」
一
一
月
二
九
日
）。

す
な
わ
ち
氏
に
よ
れ
ば
、
産
業
・
企
業
再
生
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ
は
日
本
経
済
の
中
長
期
的
な
成
長
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
は
財
政
破
綻
の
確
率
が
高
ま
っ
て
金
利
上
昇
に
導
く
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
現
状
、
日
本
企
業
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主
資
本
利

益
率
）
は
二
・
五
〜
三
％
、
こ
れ
に
対
し
て
も
し
長
期
金
利
が
二
％
を
上
回
れ
ば
否
応
な
く
整
理
淘
汰
が
進
む
、
と
い
う
。
現
在
、

長
期
金
利
が
一
％
な
の
は
、
①
市
場
が
ま
だ
そ
う
判
断
し
て
い
な
い
、
②
市
場
機
能
を
阻
害
し
て
い
る
政
策
（
日
銀
の
国
債
市
場
へ

の
過
度
の
介
入
、
国
債
保
有
に
有
利
な
自
己
資
本
規
制
、
過
度
な
預
金
者
保
護
の
継
続
）
の
存
在
に
よ
る
、
と
さ
れ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
ビ
ル
ト
イ
ン
し
た
現
在
の
高
度
な
資
本
主
義
国
で
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
過
剰
資
本
の
整
理
は
国
債
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の
発
行
増
加
に
し
た
が
っ
て
、
金
利
の
上
昇
と
い
う
形
で
進
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
債
の
格
付
け
を
巡
る
昨

今
の
議
論
や
国
債
市
場
の
動
向
は
、
今
後
の
注
意
点
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

注（
１
）

ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
『
企
業
メ
ガ
再
編
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
一
年
、
が
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
展
開
し
て
い
る
。

（
２
）

過
去
最
高
は
二
〇
〇
一
年
の
二
四
一
社
。

（
３
）

再
生
困
難
と
さ
れ
た
企
業
向
け
債
権
は
整
理
回
収
機
構
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
へ
売
却
さ
れ
る
。

（
４
）

ち
な
み
に
、
要
管
理
債
権
は
主
要
行
ベ
ー
ス
で
一
二
兆
円
、
全
体
で
一
九
兆
円
で
あ
る
。

（
５
）

別
の
角
度
か
ら
、
例
え
ば
、
業
種
別
の
有
利
子
負
債
対
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
倍
率
を
み
る
と
、
全
産
業
平
均
で
は
七
倍
で
あ
る
が
、
平
均

を
上
回
る
業
種
は
、
不
動
産
二
四
倍
、
繊
維
二
〇
倍
、
卸
売
り
・
小
売
一
七
・
九
倍
、
建
設
一
七
・
五
倍
、
非
鉄
金
属
一
三
・
四
倍
、
鉄

鋼
一
一
・
〇
倍
、
石
油
石
炭
一
〇
・
五
倍
、
金
属
製
品
九
・
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）

す
な
わ
ち
、
ブ
ー
ム
の
と
き
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
の
結
果
、
過
剰
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
過
剰
な
投
資
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

（
７
）

他
方
、
債
権
の
売
買
市
場
が
無
い
た
め
に
、
銀
行
が
売
ろ
う
と
し
て
も
売
れ
な
い
の
だ
と
い
う
解
釈
も
あ
り
う
る
。

（
８
）

ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
、
前
掲
書
が
そ
う
主
張
し
て
い
る
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
主
任
研
究
員
）
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（10）

１
　
は
じ
め
に

日
本
と
中
国
の
関
係
は
、
戦
争
や
歴
史
認
識
な
ど
の
影
響
で
「
近
く
て
遠
い
国
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
、
両
国
の
経

済
関
係
は
益
々
緊
密
に
な
り
、
貿
易
も
投
資
も
拡
大
し
て
お
り
、
日
本
は
既
に
中
国
の
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
ま
た
、

日
本
に
と
っ
て
中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぎ
第
二
位
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
の
中
国
経
済
の
台
頭

と
日
本
経
済
の
低
迷
を
背
景
に
、「
中
国
脅
威
論
」
が
浮
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
中
貿
易
赤
字
の
増
大
は
日
中
間
の
貿
易
摩
擦
を

起
こ
し
、
保
護
主
義
も
台
頭
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
冷
戦
終
了
後
、
世
界
の
競
争
地
図
が
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
分

業
体
制
は
、
日
本
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
へ
、
そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
へ
と
シ
フ
ト
す
る
い
わ
ゆ
る
「
雁
行
型
モ
デ
ル
」
が
主
軸
で
あ

っ
た
が
、
近
年
中
国
の
躍
進
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
崩
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
経
済
は
長
期
不
況
か
ら
な
か
な
か
脱
出
で
き
ず
、

「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
も
い
わ
れ
、
産
業
構
造
の
調
整
と
新
し
い
世
界
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
改
革
と
大

競
争
の
時
代
に
お
い
て
、
台
頭
し
て
い
る
中
国
経
済
に
対
し
て
、
日
本
は
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
小
稿
で
は
、
近

年
の
日
中
経
済
関
係
を
整
理
す
る
と
同
時
に
、
貿
易
摩
擦
や
「
産
業
の
空
洞
化
」
な
ど
の
日
中
間
の
経
済
問
題
を
取
り
上
げ
、
日
本

経
済
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
戦
略
的
な
視
点
か
ら
日
中
経
済
関
係
を
再
構
築
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
を
考
え
て
み
た

い
。

日
中
の
経
済
関
係
に
つ
い
て

王
　
　
東
明



２
　
貿
易

三
〇
年
前
の
日
中
国
交
回
復
の
一
九
七
二
年
に
、
日
本
の
対
中
貿
易
総
額
は
一

一
億
ド
ル
（
輸
出：

六
・
一
億
ド
ル
、
輸
入：

四
・
九
億
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
し

か
し
現
在
、
二
〇
〇
一
年
の
対
中
貿
易
総
額
は
八
九
一
・
九
億
ド
ル
（
輸
出：

三

一
〇
・
九
億
ド
ル
、
輸
入：

五
八
一
・
〇
億
ド
ル
）
に
上
っ
た
（
１
）。

そ
れ
と
同
時
に
、

対
中
貿
易
赤
字
も
増
え
続
け
、
二
〇
〇
一
年
は
二
七
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
（
表

１
）。日

中
貿
易
の
主
な
品
目
は
表
２
・
表
３
で
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本

の
中
国
向
け
の
主
な
輸
出
品
は
、
化
学
製
品
（
一
二
・
七
％
）、
金
属
製
品
（
一
〇
・
八
％
）、
一
般
機
械
（
二
〇
・
二
％
）
お
よ
び

電
気
機
械
（
二
六
・
三
％
）
で
あ
り
、
逆
に
、
中
国
か
ら
の
主
な
輸
入
品
は
、
食
料
品
（
一
〇
・
二
％
）、
繊
維
製
品
（
二
九
・

一
％
）、
非
金
属
鉱
物
（
二
五
・
四
％
）
お
よ
び
機
械
機
器
（
二
八
・
五
％
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
日

本
は
機
械
や
生
産
材
を
供
給
し
、
中
国
は
鉱
産
物
、
農
産
品
お
よ
び
繊
維
製
品
を
輸
出
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
日
中
貿
易
は
基

本
的
に
相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
両
国
の
主
要
な
産
業
に
お
い
て
、
競
争
的
な
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
近
年
、
中
国
の
農
産
品
を
め
ぐ
っ
て
貿
易
摩
擦
が
発
生
し
、
日
本
側
は
中
国
農
産
品
の
三
品
目
に
暫
定
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を

発
動
し
た
。
逆
に
、
中
国
側
は
報
復
措
置
と
し
て
日
本
製
自
動
車
・
携
帯
電
話
・
空
調
器
に
特
別
課
税
を
課
し
た
（
表
４
）。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
日
本
の
国
内
に
お
い
て
、
国
際
的
に
競
争
力
の
弱
い
農
業
、
繊
維
な
ど
幾
つ
か
の
産
業
で
は
、
保
護
主
義
が
台
頭
し
て

い
る
。

ま
た
最
近
、
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
中
、
日
本
政
府
は
、
ア
ジ
ア
で
日
本

（11）

表１　日本の対中貿易推移

（出所）中国研究所編『中国年鑑2002』、328ページよ
り作成。

年
181.8

289.0

891.9

1992

2001

1993 378.4

1996 624.2

貿易総額
－ 59.2

－ 50.0
－ 33.0

－186.5

－270.1

収支
1990
1991 228.1 － 56.3

1994 462.5 － 88.9

1998 569.2 －168.7

2000 857.3 －248.8

1995 578.5 －139.9

1997 638.5 －202.8

1999 661.8 －195.2

（億米ドル）

輸出額 輸入額
61.3 120.5
85.9 142.2

119.5 169.5
172.7 205.7
186.8 275.7
219.3 359.2
218.9 405.3
217.9 420.7
200.2 369.0
233.3 428.5
304.3 553.0
310.9 581.0
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表２　日本の中国向け主要輸出品

（出所）中国研究所編『中国年鑑2002』、328ページより作成。

項　目

1.1

22.1

217.6

化学製品

合計

非金属鉱物 3.4

鉄鋼 17.3

1997 1999

1.0 0.5

30.1 12.7
3.9 1.9

15.4 6.7

233.3 100.0

食料品 0.5

10.2
1.6

7.9

100.0

繊維・同製品 25.4 11.7 25.7 9.2

金属・同製品 24.4 11.2 25.5 10.8

電気機械 48.5 23.3 59.5 26.3

精密機器 6.4 2.9 8.2 4.2

0.5
9.8

13.1
2.0

10.7
7.0

27.4

4.0

100.0

1998 2000 2001
比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％）

0.9 0.5 0.4 1.4 1.6
21.3 10.7 11.0 29.8 28.5
23.1 11.5 12.9 40.0 39.4

3.6 1.8 1.6 6.1 5.8
23.0 11.5 10.9 32.7 33.5
15.0 7.5 6.6 21.4 21.0

一般機械 52.4 24.1 47.0 23.5 49.4 21.2 59.4 19.5 62.9 20.2
47.2 23.6 25.5 83.6 81.6

輸送用機器 10.8 5.0 8.8 4.4 7.9 3.4 11.8 3.9 13.3 4.3
6.8 3.4 3.5 12.3 12.9

その他 23.1 10.6 18.6 9.3 22.3 9.5 27.4 9.0 31.3 10.1
200.2 100.0 100.0 304.5 310.9

表３　日本の中国からの主要輸入品

（出所）中国研究所編『中国年鑑2002』、328ページより作成。

項　目

50.4

24.2

418.6

鉱物性燃料

合計

原油 16.1

化学製品 14.7

1997 1999

52.6 10.2

13.5 3.5
6.6 1.2

13.4 3.0

428.5 100.0

食料品 12.0

5.8
3.9

3.5

100.0

原料品 14.8 3.5 12.6 2.3

石油製品 1.0 0.2 1.2 0.4

非金属鉱物 9.3 2.2 9.1 2.0

機械機器 87.6 20.9 103.2 28.5

10.7
2.8
3.9
2.0
0.5
3.0

2.0

26.1

100.0

1998 2000 2001
比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％） 比率（％）

45.9 12.4 12.3 59.1 59.5
11.1 3.0 2.9 15.3 13.3
14.7 4.0 3.1 21.6 20.3

7.7 2.1 1.5 11.0 7.1
0.7 0.2 0.3 2.6 2.1

13.1 3.5 3.1 16.4 17.2
繊維製品 123.8 29.6 109.4 29.7 131.6 30.7 167.5 30.3 169.3 29.1

8.2 2.2 2.1 11.1 11.7
金属・同製品 19.1 4.6 14.9 4.0 15.6 3.6 22.2 4.0 20.3 3.5

86.7 23.5 24.1 144.6 165.4
その他 74.8 17.9 65.1 17.6 77.0 18.0 95.6 17.3 104.1 17.9

369.0 100.0 100.0 553.4 581.1

衣料 104.5 25.0 94.1 25.5 114.4 26.7 147.1 26.6 147.9 25.4

表４　主な日中間の経済関係トラブル

（出所）中国研究所編『中国年鑑2002』、69ページより作成。

年

2001

プラント契約発行保留問題

日本、農産品３品目に暫定セーフガード発動
中国、日本制自動車・携帯電話・空調器に特別課税の報復措置
在中国日本商工会議所、中国政府に知的所有権侵害による被害対策強化を要請

主なトラブル
1979
1981 プラント建設中止問題

1996 日本、中国製綿製品にセーフガードを検討、発動は見送り
日本、にんにく・しょうがに輸入規制

2000 中国、日本の鉄鋼・化学品にダンピング調査を開始

1987 東芝機械・ココム規制問題

1999 中国の加工貿易管理強化・鉄鋼輸入枠規制問題

1985 貿易インバランス問題

1993 日本、中国製品に初めてダンピング課税

1998 広東国際信託投資公司が破綻

（億米ドル）

（億米ドル）
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の
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
中
国
よ
り
先
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
調
印

し
た
。
日
中
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
関
し
て
は
、
日
本
政
府
は
積
極
的
な
立
場
を
取

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
よ
り
、
歴
史
認
識
な
ど
の
政
治
的
要
因
に

関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
一
部
の
専
門
家
は
、
日
中
間
の
補
完
関
係
が
と

く
に
強
く
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
よ
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
最
も
大
き
く
、
ま
た
分
業

の
利
益
と
い
う
経
済
的
観
点
か
ら
も
、
日
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
最
も
望
ま
し
い
と
分
析
し
て

い
る
（
２
）。

３
　
直
接
投
資

「
改
革
・
開
放
」
以
後
、
中
国
の
外
国
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
は
増
え
続
け
て
い

る
。
特
に
、
九
二
年

小
平
の
「
南
巡
講
話
」
以
後
、
市
場
経
済
化
が
加
速
し
、
外

国
か
ら
の
直
接
投
資
は
さ
ら
に
増
え
、
九
六
年
以
後
は
連
続
で
各
年
度
と
も
実
行
ベ

ー
ス
で
四
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
（
表
５
）。
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
二
〇

〇
二
年
は
、
一
月
〜
一
一
月
ま
で
実
行
ベ
ー
ス
の
投
資
額
は
四
九
九
・
九
一
億
ド
ル

に
達
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
一
月
末
現
在
の
累
計
外
国
投
資
企
業
数
は
四
二
万
社

を
超
え
、
契
約
ベ
ー
ス
の
直
接
投
資
額
は
八
、
二
二
二
・
三
八
億
ド
ル
、
実
行
ベ
ー

ス
の
直
接
投
資
額
は
四
、
四
三
二
・
三
五
億
ド
ル
に
な
っ
た
（
３
）。

ま
た
、
国
連
貿
易
開

発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
の
予
測
で
は
、
二
〇
〇
二
年
度
の
中
国
向
け
直
接
投
資

表５　主要国の対中直接投資額（実行ベース）

（出所）『中国対外経済貿易年鑑』の各年版などより作成。

年
5.0

7.1

43.5

1992

2001

1993 13.2

1996 36.8

日本
34.9

110.1
275.1

417.3

468.8

各国合計
1990
1991 5.3 43.7

1994 20.8 337.7

1998 34.0 454.6

2000 29.2 407.1

1995 31.1 375.2

1997 43.3 452.6

1999 29.7 403.2

（億米ドル）

ドイツ シンガポール
0.6 0.5
1.6 0.6
0.9 1.2
0.6 4.9
2.6 11.8
3.9 18.5
5.2 22.4
9.9 26.1
7.4 34.0

13.7 26.4
10.4 21.7
12.1 21.4

アメリカ 韓国 香港・マカオ 台湾 バージン諸島
4.6 0.1 19.1 2.2 ─
3.2 0.4 24.9 4.7 ─
5.1 1.2 77.1 10.5 0.04

20.6 3.7 178.6 31.4 0.14
24.9 7.2 201.7 33.9 1.3
30.8 10.4 205.0 31.6 3.0
34.4 13.6 212.6 34.7 5.4
32.4 21.4 210.3 32.9 17.2
39.0 18.0 189.3 29.2 40.3
42.2 12.7 166.7 26.0 26.6
43.8 14.9 158.5 23.0 38.3
44.3 21.5 170.4 29.8 50.4



は
過
去
最
高
の
五
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
、
初
め
て
米
国
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
投
資
受
入
国
に
な
る
見
通
し
に
な
っ
た
（
４
）。

一
方
、
日
本
企
業
で
は
、
近
年
ま
す
ま
す
中
国
進
出
が
加
速
し
、
労
働
集
約
型
産
業
の
投
資
だ
け
で
は
な
く
、
技
術
集
約
型
産
業

の
投
資
も
拡
大
し
て
い
る
。
最
近
で
は
電
子
、
自
動
車
お
よ
び
鉄
鋼
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
立
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年

度
対
中
直
接
投
資
額
は
四
五
・
八
億
ド
ル
に
達
し
、
前
年
比
五
六
・
八
％
の
増
加
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
匹
敵
す
る
規
模
に
な
っ

た
。対

中
投
資
と
生
産
移
転
が
加
速
し
て
い
る
中
、
一
体
、
中
国
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
の
経
営
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

儲
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
最
近
、
日
中
投
資
促
進
機
構
は
、
開
業
二
年
以
上
の
四
〇
三
社
の
日
系
企
業
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
（
５
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
系
企
業
の
八
割
以
上
は
利
益
を
計
上
し
て
い
る
。
逆
に
、
二
割
弱
は
赤
字
で
あ
る
。
ま
た
、

日
系
企
業
の
七
六
％
、
う
ち
製
造
業
の
七
八
・
三
％
は
中
国
で
事
業
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
系
企
業
が
経
営
面
に
お

い
て
、
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し
て
は
、
売
り
掛
け
金
の
回
収
を
心
配
し
て
い
る
企
業
が
五
二
・
八
％
、
商
標
権
、
設
計
権
お
よ
び

知
的
財
産
権
の
侵
害
を
心
配
し
て
い
る
企
業
が
四
〇
％
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
社
と
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
た
「
日
本
企
業
の
中
国
・
ア
ジ
ア
戦
略
調
査
」（
七
〇
九
社
が
回
答
）
に
よ
る
と
、
各
企
業
は
二
〇
〇
五
年
の
中
国
市
場
で

の
売
上
を
二
〇
〇
一
年
実
績
に
比
べ
約
五
〇
％
増
を
見
込
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
中
国
市
場
を
重
視
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
６
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
は
、
低
賃
金
（
平
均
一
人
月
一
〇
〇
ド
ル
）
と
い
う
「
比
較
優
位
」
を
武
器
に
労
働

集
約
型
産
業
を
吸
収
す
る
一
方
、
近
年
、
電
子
・
ハ
イ
テ
ク
関
連
の
産
業
集
積
地
帯
も
形
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

そ

れ
は
珠
江
デ
ル
タ
の
電
子
産
業
集
積
地
、
長
江
デ
ル
タ
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
集
積
地
、
北
京
中
関
村
の
Ｉ
Ｔ
産
業
集
積
地
で
あ
る
。
家

電
、
バ
イ
ク
お
よ
び
ア
パ
レ
ル
な
ど
の
産
業
に
お
い
て
は
、「
世
界
の
工
場
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国

は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
国
と
比
較
す
れ
ば
、
大
量
か
つ
優
秀
な
理
工
系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
有
し
、
今
後
世
界
の
研
究
開

（14）
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発
基
地
と
し
て
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
著
明
な
ハ
イ
テ
ク
関
連
企
業
は
既
に
中
国
に
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
人
材
を
獲
得
す
る
競
争
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
近
い
将
来
、
中

国
は
国
際
分
業
体
制
の
中
で
、
世
界
の
製
造
基
地
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
研
究
開
発
基
地
に

も
な
る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

４
　
証
券
投
資

日
中
経
済
関
係
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
近
年
増
え
て
い
る
日
本
投
資
家
の
対
中
証
券
投
資
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
の
投
資
家
は
中
国
の
外
国
人
向
け
の
Ｂ
株
に
投
資
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
近
に
な
っ

て
、
国
内
投
資
家
向
け
の
Ａ
株
に
も
投
資
信
託
や
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
（
適
格
外
国
機
関
投
資
家
）
制
度
（
８
）

を
通
じ

て
制
度
的
に
投
資
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
有
力
な
投
資
商
品
が
少
な
い
な
か
、
日
本
の
投
資
家
特
に
個
人
投
資
家
は
、
九
二

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｂ
株
市
場
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
表
６
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
投
資
家
の
Ｂ

株
投
資
は
九
七
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
売
買
金
額
は
六
〇
〇
億
円
近
い
規
模
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、

ア
ジ
ア
金
融
危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
投
資
家
の
Ｂ
株
投
資
は
一
時
的
に
低
迷
し
た
。
二
〇
〇

一
年
に
、
中
国
国
内
の
外
貨
を
持
つ
投
資
家
に
Ｂ
株
を
解
禁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
株
投
資
は
再
び

増
え
、
売
買
金
額
が
四
四
六
・
五
二
億
円
に
達
し
た
。

対
中
証
券
投
資
は
Ｂ
株
の
投
資
に
止
ま
ら
ず
、
香
港
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
上
場
し
て
い
る
中
国

企
業
株
も
投
資
の
対
象
と
な
り
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
二
年
一
一
月
末
現
在
、
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ

表６　日本投資家のB株取引状況

（出所）日本証券業協会『証券業報』の各月版より作成。

項　目

売買代金（１＋２）

金額
（億円）

157.09

1996

株式取得（１） 83.00
株式処分（２） 74.09

1997 1998 1999 2000 2001
外国株
取引比
率（％）

金額
（億円）

外国株
取引比
率（％）

金額
（億円）

外国株
取引比
率（％）

金額
（億円）

外国株
取引比
率（％）

金額
（億円）

外国株
取引比
率（％）

金額
（億円）

外国株
取引比
率（％）

0.6 329.25 1.8 38.88 0.3 65.48 0.4 22.61 0.2 178.19 1.8
0.7 268.34 1.5 33.78 0.3 34.06 0.3 52.29 0.3 268.33 3.5
0.6 597.59 1.6 72.66 0.3 99.54 0.3 74.9 0.3 446.52 2.6



の
調
べ
に
よ
る
と
、
日
本
国
内
で
中
国
関
連
フ
ァ
ン
ド
は
三
四
本
あ
り
、
そ
の
純
資
産
総
額
は
約
一
、
四
三
〇
億
円
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
世
界
的
な
不
況
の
影
響
で
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
も
不
振
に
陥
り
、
元
本
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
三
本
、
九
割
強

が
元
本
を
下
回
り
、
な
か
に
は
元
本
の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
フ
ァ
ン
ド
が
七
本
で
あ
っ
た
（
９
）。

債
券
の
発
行
で
は
、
八
二
年
に
中
国
国
際
信
託
投
資
公
司
が
一
〇
〇
億
円
の
私
募
債
を
発
行
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
八
四
年
に
は

中
国
銀
行
が
初
め
て
二
〇
〇
億
円
の
公
募
債
を
発
行
し
た
。
そ
の
後
、
財
政
部
や
各
銀
行
、
信
託
投
資
公
司
は
続
々
と
サ
ム
ラ
イ
債

を
発
行
し
、
今
ま
で
累
計
で
一
六
本
、
総
額
約
九
、
六
〇
〇
億
円
を
発
行
し
た
（
10
）。

し
か
し
、
広
東
国
際
信
託
公
司
な
ど
の
地
方
国
際

信
託
公
司
の
経
営
破
綻
に
よ
っ
て
、
一
部
の
サ
ム
ラ
イ
債
の
償
還
に
は
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

５
　
対
中
援
助
と
資
金
協
力

こ
の
二
〇
年
余
り
、
日
本
政
府
お
よ
び
民
間
金
融
機
関
は
円
借
款
や
輸
銀
の
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
な
ど
の
公
的
ベ
ー
ス
と
、
商
業
金
融

機
関
に
よ
る
融
資
や
起
債
と
い
う
民
間
ベ
ー
ス
の
二
つ
の
ル
ー
ト
で
資
金
面
か
ら
中
国
の
経
済
建
設
を
支
え
て
き
た
。

公
的
ベ
ー
ス
か
ら
見
れ
ば
、
七
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
累
計
対
中
援
助
実
績
は
二
兆
八
、
九
八
五
億
円
に
上
っ
た
。
う
ち

有
償
資
金
協
力
は
二
兆
六
、
五
〇
七
・
〇
七
億
円
、
無
償
資
金
協
力
は
一
、
二
三
三
・
二
六
億
円
、
技
術
協
力
は
一
、
二
四
四
・
四

一
億
円
で
あ
っ
た
（
外
務
省
に
よ
る
）。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
末
現
在
、
対
中
円
借
款
の
承
諾
額
は
二
兆
六
、
六
七
九
億
円

で
、
う
ち
貸
付
累
計
額
は
一
兆
八
、
一
九
三
億
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
償
還
累
計
額
は
二
、
八
三
三
億
円
で
、
残
高
は
一
兆
五
、
三
六

〇
億
円
と
な
っ
た
。
な
か
に
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
供
与
件
数
は
一
七
一
件
、
供
与
金
額
は
二
兆
六
、
六
七
九
億
円
に

上
っ
て
い
る
（
国
際
協
力
銀
行
に
よ
る
）。
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
日
本
の
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
は
二
兆
九
、
一
五
七
億
円
に

な
っ
て
い
る
（『
外
交
青
書
』
平
成
一
四
年
版
、
五
七
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
の
日
本
輸
出
入
銀
行
（
輸
銀
）
に

（16）



よ
る
対
中
融
資
額
は
三
兆
四
、
一
一
九
億
円
に
達
し
て
い
る
（
う
ち
二
〇
・
六
五
億
ド
ル
は
一
ド
ル
＝
一
二
〇
円
で
換
算
）。

民
間
ベ
ー
ス
か
ら
見
れ
ば
、
邦
銀
の
対
中
ロ
ー
ン
は
、
七
九
年
に
日
本
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
輸
入
決
済
資
金
と
し
て
、
合
計
八
〇
億

ド
ル
の
資
金
が
設
定
さ
れ
た
が
、
結
局
、
中
国
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
見
直
し
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
八
〇
年

代
半
ば
か
ら
邦
銀
・
生
保
に
よ
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
、
単
独
ロ
ー
ン
が
多
数
組
ま
れ
、
主
に
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
電
力
関

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
融
資
が
実
施
さ
れ
た
。
八
六
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
中
国
向
け
商
業
銀
行
ロ
ー
ン
の
契
約
額
は
一

九
二
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
の
統
計
で
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
末
現
在
、
日
本
の
銀
行
の
対

中
債
権
総
額
は
九
四
・
三
億
ド
ル
で
、
各
国
の
銀
行
対
中
債
権
総
額
（
五
三
七
・
七
億
ド
ル
）
の
一
七
・
五
％
を
占
め
、
一
貫
し
て

ト
ッ
プ
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
（
11
）。

６
　
相
互
補
完
関
係

昨
年
末
、
中
国
国
家
統
計
局
は
二
〇
〇
二
年
度
の
経
済
成
長
を
予
測
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
二
年
の
経
済
成
長
率
は

八
％
に
達
し
、
国
内
総
生
産
額
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
初
め
て
一
〇
兆
元
の
大
台
（
一
〇
二
、
〇
〇
〇
億
元
）
を
突
破
し
、
貿
易
総
額
は
六
、

〇
〇
〇
億
ド
ル
に
達
し
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
額
は
五
〇
〇
億
ド
ル
（
実
行
ベ
ー
ス
）
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
（
12
）。

こ
の
よ

う
に
、
世
界
同
時
不
況
の
な
か
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
一
年
後
の
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
し
、「
中
国
の
独
り
勝
ち
」
が
一

段
と
鮮
明
に
な
っ
た
。
ま
た
、
西
部
大
開
発
と
関
連
す
る
第
一
五
カ
年
計
画
の
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
青
蔵
鉄
道
」（
清

海
・
チ
ベ
ッ
ト
鉄
道
、
二
期
工
事
の
総
投
資
額：

約
二
六
二
億
元
）、「
西
電
東
送
」（
西
部
の
電
力
を
東
部
沿
海
地
区
に
送
る
発
電
・

送
電
シ
ス
テ
ム
、
総
投
資
額：

約
一
、
一
六
〇
億
元
）、「
西
気
東
輸
」（
西
の
新
疆
か
ら
東
の
上
海
ま
で
の
天
然
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
、
総
投
資
額：

約
一
、
四
〇
〇
億
元
）、「
南
水
北
調
」（
南
の
水
を
北
に
運
ぶ
、
総
投
資
額：

約
五
、
〇
〇
〇
億
元
）
が
既
に
着
工

（17）



さ
れ
て
い
る
（
13
）。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
の
上
海
万
博
に
関
連
す
る
投
資
な
ど
も
視
野
に

入
れ
て
、
こ
れ
ら
の
公
共
投
資
に
よ
る
内
需
拡
大
は
今
後
の
中
国
経
済
成
長
の
牽
引
役
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
と
転
換
し
て
い
る
過
程
に
お
い
て
、
中
国
は
経
済
の
高
度
成
長
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、

様
々
な
問
題
や
社
会
的
矛
盾
も
多
く
抱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
有
企
業
改
革
や
銀
行
の
不
良
債
権
問
題
、
貧
富
の
格
差
や
腐
敗
問

題
お
よ
び
環
境
問
題
な
ど
が
あ
り
、
何
れ
も
難
問
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
挑
戦
す
る
か
が
胡
錦
涛
氏
を

代
表
と
す
る
第
四
世
代
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
経
済
の
台
頭
に
対
し
て
、
日
本
は
ど
う
向
き
合
う
の
か
。
日
本
の
産
業
は
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
国
に
生
産
移

転
を
加
速
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
産
業
の
空
洞
化
」
に
繋
が
る
懸
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
確
か
に
工
場
閉
鎖
や
失
業
者
増
加

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
日
中
間
の
貿
易
構
造
が
変
化
し
、
中
国
か
ら
の
輸
入
は
労
働
集
約

的
財
の
み
な
ら
ず
、
技
術
集
約
的
財
で
あ
る
電
気
機
械
な
ど
の
品
目
で
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貿
易
構
造
の
変

化
は
い
わ
ゆ
る
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」
現
象
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
14
）。

す
な
わ
ち
、
貿
易
面
に
お
い
て
、
労
働
集
約
的
な
モ
ジ
ュ

ー
ル
（
単
位
）
が
中
国
な
ど
の
発
展
途
上
国
で
行
な
わ
れ
、
技
術
集
約
的
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
日
本
な
ど
の
先
進
国
が
分
担
す
る
こ
と

を
意
味
し
、
比
較
優
位
の
原
則
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
は
経
済
を
再
生
す
る
た
め
に
、
衰
退
産
業
を
保
護
す
る
か
、
そ
れ
と
も
産
業
構
造
を
大
き
く
転
換
し
て
、

台
頭
し
て
い
る
中
国
に
挑
戦
す
る
か
と
い
う
二
つ
の
選
択
に
し
か
道
が
な
い
。
以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
中
の
経
済
関
係
は
基

本
的
に
は
相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
今
後
、
日
本
の
産
業
構
造
を
技
術
集
約
型
産
業
と
研
究
開
発
に
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
先
端
的
な
技
術
革
新
を
最
優
先
に
し
、「
奥
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
「M

A
D

E
"B

Y
"JA

PA
N

」
や
「
環
境
立
国
」

な
ど
の
戦
略
に
資
源
や
人
材
を
集
中
す
べ
き
で
あ
る
（
15
）。

（18）



さ
ら
に
、
日
中
の
相
互
補
完
関
係
を
考
え
る
と
、
以
上
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
が
直
面
し
て
い
る
国
有
企
業
改
革
や
銀

行
の
不
良
債
権
お
よ
び
環
境
問
題
な
ど
の
難
問
に
対
し
て
、
日
本
の
先
端
技
術
や
豊
富
な
資
金
お
よ
び
Ｍ
＆
Ａ
・
金
融
技
術
な
ど
の

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
か
が
、
日
中
間
双
方
の
問
題
を
解
決
す
る
鍵
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

７
　
む
す
び
に
か
え
て

二
一
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
は
、
中
国
の
高
度
成
長
に
伴
っ
て
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
恐
ら
く
世
界
的
に
民
間
投
資
以
外
の
最

大
の
投
資
先
で
あ
り
、
日
本
は
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
。
日
本
は
先
端
技
術
以
外
に
、
現
在
、
一
、
四
〇
〇
兆
円
の
個

人
金
融
資
産
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
預
貯
金
だ
け
を
見
て
も
少
な
く
て
も
七
〇
〇
兆
円
を
持
ち
、
世
界
最
大
の
「
貯
金

箱
」
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
こ
れ
ら
の
資
金
に
は
有
力
な
投
資
先
が
少
な
く
、
遊
休
資
金
と
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
日

本
の
技
術
や
資
源
を
、
ど
の
よ
う
に
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
連
さ
せ
る
の
か
、
公
共
事
業
に
お
け
る
日
本
の
「
無
駄
使
い
」
を
、

如
何
に
中
国
の
有
効
投
資
に
転
換
さ
せ
る
の
か
、
ま
た
両
国
共
同
で
投
資
、
生
産
、
経
営
雇
用
創
出
お
よ
び
資
本
回
収
な
ど
の
双
方

の
利
益
を
生
む
仕
組
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
べ
き
か
、
こ
れ
ら
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
り
、
両
国
の
共
通
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
新
幹
線
や
地
下
鉄
、
環
境
技
術
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
は
特
有
の
技
術
を
持
ち
、
中
国
に
協
力
す
る
と
き
は
、
単
に
モ

ノ
を
売
り
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
株
式
や
債
券
の
発
行
、
そ
し
て
共
同
経
営
な
ど
を
含
む
新
し
い
経
営
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
中
間
の
新
し
い
経
済
構
造
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
両
国
に
お
い
て
、
ま
ず
そ
れ
を
対
応
で
き
る
有
能
な
政
治
家
が
求
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
日
中
経
済
間

（19）



の
「
安
保
条
約
」
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
双
方
と
も
感
情
論
を
止
め
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
を
視
野
に
入
れ
て
、
新

し
い
日
中
関
係
を
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）

中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
二
〇
〇
二
』
創
土
社
、
三
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
２
）

関
志
雄
『
日
本
人
の
た
め
の
中
国
経
済
再
入
門
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
四
九
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

（
３
）

http://w
w

w
.m

oftec.gov.cn/

（
４
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
五
日
を
参
照
。

（
５
）

『
人
民
日
報
（
海
外
版
）』
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
六
日
を
参
照
。

（
６
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
一
一
月
四
日
を
参
照
。

（
７
）

黒
田
篤
郎
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
一
年
を
参
照
。

（
８
）

拙
稿
「
中
国
の
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
制
度
の
導
入
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』（
Ｎ
ｏ．

一
六
一
三
）、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
号
を
参
照
。

（
９
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
七
日
を
参
照
。

（
10
）

中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
二
〇
〇
二
』
創
土
社
、
六
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
11
）

中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
二
〇
〇
二
』
創
土
社
、
六
八
―
六
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
12
）

中
国
統
計
信
息
網
二
〇
〇
二
―
一
二
―
三
〇
、http://w

w
w

.stats.gov.cn/

を
参
照
。

（
13
）

『
人
民
日
報
（
海
外
版
）』
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
八
日
、http://w

w
w

.china.org.cn/

な
ど
を
参
照
。

（
14
）

「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」
と
は
、
複
雑
な
製
品
を
、
よ
り
小
さ
な
単
位
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
に
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
に
設
計
・
生
産
す
る

（20）



と
と
も
に
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
規
格
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
部
品
を
比
較
的
簡
単
に
組
み
立
て
、
製
造
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
府
編
『
経
済
財
政
白
書
（
平
成
一
四
年
版
）』、
一
七
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
15
）

日
本
経
団
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

参
考
文
献

（
１
）
海
老
名
誠
・
伊
藤
信
悟
・
馬
成
三
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
中
国
経
済
が
変
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２
）
鮫
島
敬
治
・
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
中
国
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
衝
撃
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
３
）
黒
田
篤
郎
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
４
）
関
志
雄
『
日
本
人
の
た
め
の
中
国
経
済
再
入
門
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
５
）
ゴ
ー
ド
ン
・
チ
ャ
ン
（
栗
原
百
代
・
服
部
清
美
・
渡
会
圭
子
訳
）『
や
が
て
中
国
の
崩
壊
が
は
じ
ま
る
』
草
思
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
６
）
中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
二
〇
〇
二
』
創
土
社
。

（
お
う
　
と
う
め
い
・
主
任
研
究
員
）
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（22）

１
　
は
じ
め
に

米
国
に
お
い
て
、
過
去
一
〇
年
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
有
能
な
人
材
の
確
保
、
株
主
重
視
の
経
営
促
進
、
企
業
や
株
式
市
場

の
活
性
化
の
面
か
ら
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
企
業
財
務
面
や
株
価
形

成
面
、
報
酬
取
得
者
と
株
主
の
利
益
配
分
面
等
で
大
き
な
影
響
を
持
つ
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
費
用
計
上
さ
れ
て
い
な
い
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
企
業
の
「
隠
れ
人
件
費
」
と
さ
れ
、
エ
ン
ロ
ン
事
件
後
に
世
界

に
広
が
っ
た
会
計
不
信
の
象
徴
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
そ
の
制
度
を
紹
介
し
、
そ
の
問

題
点
に
触
れ
た
い
。

２
　
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は
、「
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
価
格
で
、
将
来
通
常
は
一
定
の
期
間
内
に
未

発
行
株
式
を
引
き
受
け
、
ま
た
は
既
発
行
・
再
取
得
株
式
に
て
償
却
さ
れ
て
い
な
い
株
式
す
な
わ
ち
金
庫
株
を
買
い
受
け
る
権
利
で

あ
る
。」
（
１
）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は
、
業
績
連
動
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
で
あ
り
、
会
社
の
役
員
、
従
業

員
が
一
定
の
権
利
行
使
期
間
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
権
利
行
使
価
格
で
一
定
数
の
株
式
を
会
社
か
ら
買
い
取
る
こ
と
の
で
き
る

権
利
で
あ
る
。

米
国
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
と
そ
の
問
題

三
木
　
ま
り



ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
米
国
に
お
け
る
一
九
五
〇
年
の
税
制
改
革
の
際
に
、
譲
渡
制
限
付
き
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対
し

て
、
租
税
法
上
の
適
格
用
件
を
満
た
す
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
す
る
と
い
う
課
税
上
の
優
遇
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
大
規
模
な
公
開
会
社
に
普
及
し
始
め
た
。

次
に
米
国
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
種
類
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
種
類
は
二
種
類
あ
っ
て
、
ま
ず
、
奨
励
型
ス
ト

ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
（Incentive

Stock
O

ption

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
国
歳
入
法
（internalrevenue

code

）
で
定
め
ら
れ
た
基

準
を
満
た
し
て
い
て
、
所
得
課
税
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
非
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
（N

o-

qualified
Stock

O
ption

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
自
体
も
発
行
さ
れ
る
株
券
も
内
国
歳
入
法
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
も
の
を
さ
す
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
も
自
社
株
の
普
通
株
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

３
　
米
国
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
規
制
に
つ
い
て

米
国
企
業
に
お
い
て
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
付
与
と
権
利
行
使
に
関
す
る
規
則
や
制
限
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
以

下
で
確
認
す
る
。

米
国
の
会
社
法
（
し
ば
し
ば
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
法
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
は
、
株
式
と
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
行
、
そ
の
一
般

的
な
手
続
き
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
行
と
そ
の
策
定
は
会
社
の
取
締
役
会
（C

orporation

B
oard

of
D

irectors

）
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
実
務
上
よ
り
重
要
な
規
則
は
、
米
国
歳
入
法
で
あ
り
、
手
続
き
と
規
則
は
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
適
格
か
非
適
格
か
の
ど
ち
ら
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
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（
１
）
奨
励
型
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

①
　
必
要
な
条
件

・
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
株
式
数
と
オ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
社
員
の
資
格
に
つ
い
て
書
面
に
て
明
確
に
記
載
し
て
あ
る

こ
と

・
当
該
オ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
採
択
ま
た
は
、
株
主
の
承
認
の
あ
っ
た
日
時
の
早
い
方
か
ら
数
え
て
一
〇
年
以
内
に
オ
プ
シ
ョ

ン
が
権
利
付
与
さ
れ
る
こ
と

・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
付
与
以
後
一
〇
年
後
に
権
利
が
消
滅
す
る
こ
と

・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
行
使
価
格
が
当
該
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
付
与
時
点
の
公
正
な
る
時
価
を
下
回
る
こ
と
が
な
い
こ
と

・
権
利
付
与
日
現
在
の
時
価
で
評
価
し
て
権
利
行
使
可
能
な
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
当
該
株
式
の
時
価
総
額
が
暦
年
ベ
ー
ス
で

一
〇
万
ド
ル
を
越
え
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
各
暦
年
で
社
員
に
付
与
さ
れ
る
奨
励
型
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
上
限
は
、

一
〇
万
ド
ル
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
株
式
の
公
正
な
る
時
価
は
権
利
付
与
日
に
確
定
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
の
社
員
に
も

適
用
さ
れ
る
。

・
オ
プ
シ
ョ
ン
が
オ
プ
シ
ョ
ン
保
有
者
の
生
存
中
に
オ
プ
シ
ョ
ン
保
有
者
に
よ
っ
て
の
み
権
利
行
使
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
オ

プ
シ
ョ
ン
保
有
者
の
遺
言
（W

ill

）
に
よ
っ
て
の
み
譲
渡
が
可
能
で
あ
る
こ
と

②
　
米
国
で
の
税
制
上
の
取
り
扱
い

米
国
内
国
歳
入
法
に
よ
り
、
社
員
が
権
利
付
与
か
ら
権
利
行
使
の
三
ヶ
月
前
ま
で
、
会
社
に
在
籍
し
て
い
る
限
り
、
権
利
付
与
と

権
利
行
使
の
い
ず
れ
も
課
税
関
係
を
生
じ
な
い
。
売
却
益
が
通
常
所
得
に
認
定
さ
れ
る
全
て
の
場
合
に
お
い
て
、
雇
用
者
は
社
員
が

負
担
し
た
通
常
所
得
の
金
額
の
範
囲
ま
で
連
邦
税
上
、
損
金
参
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
２
）
非
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

①
　
必
要
な
条
件

厳
密
な
条
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
、
奨
励
型
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
税
制
上
の
恩
典
は
受
け
ら
れ
な
い
。
権
利
行
使
価

格
は
、
通
常
は
権
利
付
与
時
の
公
正
な
時
価
に
設
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
、
ま
た
そ
れ
以
下
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
奨
励
型
ス

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
当
該
会
社
の
社
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
非
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
対
象
が
限
定
さ
れ

て
い
な
い
。
非
適
格
Ｓ
Ｏ
の
条
件
設
定
が
柔
軟
に
で
き
、
権
利
付
与
、
権
利
行
使
、
対
象
株
数
の
制
限
が
無
い
。

②
　
米
国
で
の
税
制
上
の
取
り
扱
い

非
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
付
与
時
に
お
い
て
、
当
該
オ
プ
シ
ョ
ン
が
時
価
を
有
す
る
場
合
を
除
い
て
、
社
員
に
課
税

関
係
を
生
じ
ず
、
雇
用
者
に
対
し
て
は
、
権
利
付
与
に
お
い
て
損
金
参
入
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
、
権
利
行
使
時
に
お
い
て
は
、

社
員
に
権
利
行
使
時
の
当
該
株
式
の
公
正
な
時
価
と
権
利
行
使
価
格
の
差
額
が
課
税
さ
れ
、
雇
用
者
に
同
額
の
損
金
参
入
が
み
と
め

ら
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
米
国
で
は
、
非
適
格
Ｓ
Ｏ
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

３
　
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
証
券
法
の
規
定
、
権
利
付
与
と
権
利
行
使
に
関
す
る
開
示
に
つ
い
て

発
行
株
式
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
に
服
す
る
米
国
企
業
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
る
必
要
の

有
る
規
定
と
し
て
、
証
券
登
録
（S

ecurities
R

egistration

）、
開
示
（D

isclosure

）、
三
四
年
証
券
取
引
法
規
則
一
六
条

（R
eports

ofD
irectors,O

fficers
and

PrincipalShareholders

）
の
短
期
的
利
益
（short

sw
ing

profit

）
に
関
す
る
規
定
（
２
）

が
あ

る
。
議
会
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
に
よ
る
取
引
の
減
少
、
企
業
を
管
理
す
る
上
級
役
員
の
然
る
べ
き
受
託
者
基
準
（proper
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fiduciary
standard

）
の
醸
成
、
投
資
家
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
を
意
図
し
て
い
る
。

（
１
）
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
や
株
価
操
縦
を
防
止
す
る
た
め
の
特
別
な
規
定
に
つ
い
て

①
　
三
四
年
証
券
取
引
法
一
六
条
ｂ

同
法
一
六
条
（
ｂ
）
は
、
会
社
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
六
ヶ
月
以
内
の
売
買
に
よ
り
得
た
短
期
的
利
益
（short

sw
ing

profit

）

を
会
社
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
３
）。

当
該
株
式
の
六
ヶ
月
以
内
の
売
買
の
禁
止
対
象
の
中
に
、
株
式
を

発
行
す
る
会
社
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
各
種
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
も
含
ま
れ
る
。

②
　
三
四
年
証
券
取
引
法
規
則
一
六
条
ｂ
―
三

こ
の
規
定
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
会
社
と
社
員
の
間
の
役
務
の
提
供
に
関
す
る
報
酬
の
一
形
態
で
あ
り
、
市
場
に
お

け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
利
用
し
た
取
引
と
別
個
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③
　
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
ｂ
と
同
規
則
一
〇
条
ｂ
―
五

こ
の
二
つ
の
規
定
は
、
反
不
正
行
為
（anti-fraud
）
の
一
般
的
な
規
定
で
あ
る
。

規
則
一
〇
条
ｂ
―
五
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
重
要
な
内
部
情
報
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
利
用
し
た
取
引
を
禁
じ
る
も
の

で
あ
り
、
社
員
が
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
行
使
の
後
、
重
要
な
内
部
情
報
を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
規
制
の
対
象
と

な
る
（
４
）。

あ
る
会
社
の
役
員
が
重
要
な
内
部
情
報
を
持
ち
な
が
ら
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
、
株
式
を
売
却
す
る
、
ま
た
は
、

不
正
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
三
四
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
ｂ
及
び
同
規
則
ｂ
―
五
に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

ま
た
は
当
該
株
式
を
売
買
し
た
投
資
家
か
ら
の
訴
訟
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使
だ
け
で
は
、
同
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規
則
一
〇
条
ｂ
―
五
の
規
制
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、
原
告
側
は
①
故
意
②
重
要
性
③
信
頼
性
④
因
果
関
係
⑤
損
害
に
つ
い
て
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

三
四
年
証
券
取
引
法
規
則
一
四
ｅ
―
三
（T

ransactions
in

Securities
on

the
B

asis
ofM

aterial,N
onpublic

Inform
ation

in
the

C
ontext

ofT
ender

O
ffer

）

こ
の
規
則
は
、
標
的
と
な
っ
た
企
業
の
株
式
の
テ
ン
ダ
ー
・
オ
フ
ァ
ー
中
に
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
取
引
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

る
。

⑤
　
三
四
年
証
券
取
引
法
二
〇
条
Ａ
（Liability

to
C

ontem
poraneous

T
raders

for
Insider

T
rading

）

重
要
な
内
部
情
報
を
利
用
し
て
取
引
を
行
っ
た
も
の
は
、
同
時
点
で
当
該
株
式
を
売
買
し
た
も
の
全
員
に
対
し
て
責
任
を
負
う

と
し
て
い
る
。

⑥
　
三
四
年
証
券
取
引
法
二
一
条
Ａ
（
ａ
）（
二
）（
三
）
及
び
三
二
条
（
ａ
）

三
四
年
証
券
取
引
法
二
一
条
Ａ
（
ａ
）（
二
）
に
よ
り
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
か
ら
情
報
を
得
て
取
引
し
た
も
の

は
、
当
該
取
引
に
よ
り
得
ら
れ
た
利
益
ま
た
は
回
避
し
た
損
失
の
三
倍
以
内
の
罰
金
を
課
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
三
二
条

（
ａ
）（Penalty

）
に
お
い
て
、
百
万
ド
ル
以
内
の
罰
金
、
一
〇
年
間
の
禁
固
刑
、
ま
た
は
そ
の
併
科
と
し
て
い
る
。

⑦
　
一
般
原
則
（G

eneralPrincipals
in

case
law

relevant
to

corporate
insiders

）

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
は
重
要
な
内
部
情
報
を
開
示
す
る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
利
用
し
た
取
引
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
方
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
確
立
し
た
。
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４
　
米
国
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
問
題
点

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
般
的
な
問
題
点
と
し
て
ま
ず
、
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
決
し
て
低

コ
ス
ト
の
報
酬
制
度
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
未
行
使
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
値
が
巨
大
化
す
る
中
で
、
自
社
株
買
い
で

は
対
応
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
事
実
、
第
三
に
、
巨
額
化
し
て
い
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
値
は
所
謂
「
隠
れ

た
」
費
用
な
い
し
負
債
で
あ
り
、
こ
れ
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
行
使
へ
の
対
応
を
通
じ
て
表
面
化
す
る
こ
と
を
機
に
株
価
下
落
圧

力
と
な
る
リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
運
用
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、

必
ず
し
も
株
主
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
企
業
の
行
動
に
対

し
て
株
主
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

米
国
で
過
去
十
数
年
間
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
株
式
付
与
形
態
に
よ
る
長
期
の
業
績
連
動
型
報
酬
の
ウ
ェ
イ

ト
を
引
き
上
げ
る
傾
向
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
特
に
幅
広
く
普
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
て
い
き
た
い
。

（
１
）
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
特
に
普
及
し
た
背
景
は
、
株
式
付
与
形
態
の
報
酬
制
度
に
共
通
す
る
メ
リ
ッ
ト
（
５
）

に
加
え
、
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
に
は
、
税
務
処
理
上
の
優
遇
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
節
税
効
果
」
が
あ
る
。

「
コ
ー
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
特
有
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
購
入
者
に
あ
た
る
経
営

者
や
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
株
価
の
一
定
の
価
格
（
行
使
価
格
）
を
上
回
る
部
分
が
報
酬
と
し
て
手
に
入
る
仕
組
み
上
、「
報
酬

（
の
可
能
性
）
に
上
限
が
な
く
」
か
つ
「
下
限
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
ロ
ス
は
発
生
し
な
い
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
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（
２
）
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
デ
メ
リ
ッ
ト

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
得
者
に
と
っ
て
「
現
在
確
実
に
受
け
取
る
筈
の
現
金
報
酬
を
将
来
の
受
け
取
り
金
額
が
不
確
実
な
報

酬
に
置
き
か
え
る
」
と
い
う
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
性
が
あ
る
。

ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
企
業
に
と
っ
て
コ
ー
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
売
却
で
あ
る
こ
と
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
利
用
の

急
拡
大
と
株
価
の
上
昇
に
よ
り
、
巨
額
化
し
て
き
た
「
未
行
使
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
」
の
存
在
を
認
識
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
企
業
に
と
っ
て
「
帳
簿
に
表
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
将
来
に
な
ら
な

い
と
額
が
確
定
し
な
い
隠
れ
た
費
用
」
を
伴
う
報
酬
制
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
無
コ
ス

ト
（
低
コ
ス
ト
）
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
与
す
る
企
業
サ
イ
ド
で
株
式
付
与
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
株
式
の
発
行
増

加
に
よ
り
一
株
あ
た
り
の
利
益
（earning

per
share

以
下
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
が
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
株
式
価
値
の
「
希
薄
化
」

（dilution

）
で
あ
る
。
企
業
は
、
そ
の
「
希
薄
化
」
リ
ス
ク
を
逃
れ
る
た
め
に
、
自
社
株
買
い
等
の
対
応
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
対
応

は
、
他
の
投
資
機
会
（
借
入
金
返
済
な
ど
）
を
諦
め
自
社
株
買
い
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
投
入
す
る
意
味
で
コ
ス
ト
が
か
か
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
悪
化
を
伴
う
。
こ
れ
は
、「
隠
れ
た
負
債
」
の
表
面
化
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
な
い
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
拡
大
の
是
非
を
判
断
す
る
に
は
、

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
株
価
上
昇
を
伴
い
つ
つ
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
利
用
を
拡
大
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
面
の
限
界
が
あ
る
。

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
を
通
じ
て
株
主
利
益
の
最
大
化
を
実
現
さ
せ
る
と
す
る
過
程
で
、
仮
に
実
現
利
益
以
上
に
株
価
上

昇
が
続
け
ば
、
株
式
益
利
回
り
（
＝
１
／
実
績
Ｐ
Ｅ
Ｒ
）
が
低
下
す
る
。
こ
の
株
式
益
利
回
り
の
低
下
は
、
単
純
化
す
れ
ば
、
他
の

（29）



投
資
環
境
や
金
利
水
準
が
一
定
の
も
と
で
は
、
自
社
株
買
い
の
相
対
的
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

付
与
を
続
け
る
限
り
、
企
業
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
行
使
に
備
え
て
高
コ
ス
ト
の
自
社
株
買
い
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
高
コ
ス
ト
の
自
社
株
買
い
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
、
将
来
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
コ
ス
ト
を
上
回
っ
て
余
り
あ
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
時
に
判
断
し
た
場
合
以
外
は
、
合
理
的
な
企

業
行
動
と
は
い
い
難
い
。
仮
に
、
結
果
的
に
当
該
メ
リ
ッ
ト
が
コ
ス
ト
を
下
回
る
場
合
は
、
企
業
価
値
を
損
な
い
、
株
価
下
落
を
孕

む
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
株
価
上
昇
を
伴
な
い
つ
つ
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
利
用
拡
大
が
永
続
的
に
続
く
こ
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
付
与
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
が
続
か
ぬ
限
り
、
想
定
し
が
た
い
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
導
入
・
運
用
の
あ
り
方
次
第
で
は
、
必
ず
し
も
株
主
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら

な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
企
業
の
行
動
が
孕
む
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
取
得
者
と
株
主
間
の
利
益

配
分
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
株
価
下
落
時
の
「
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
行
使
価
格
の
下
方
修
正
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
下
方
修
正
後
の
価
格
で
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
（
未
行
使
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ

ョ
ン
の
価
値
が
増
大
し
、
そ
の
結
果
対
応
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
）
を
比
較
考
量
し
、
そ
の
実
施
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
行
規
定
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使
価
格
の
修
正
に
お
い
て
必
ず
し
も
株
主
の
同
意
は
必
要
な
く
、
企
業
経

営
側
（
実
際
に
は
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が
大
半
）
の
み
で
判
断
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
決
定
プ
ロ
セ
ス

の
客
観
性
、
透
明
性
の
欠
如
、
と
い
う
観
点
で
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
米
国
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
導
入
・
運
用
に
関
し
て
株
主
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
網
を
よ
り
厳
密
に
か
け

る
た
め
規
制
変
更
や
、
一
般
投
資
家
か
ら
み
た
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
関
連
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
強
化
を
進
め
よ
う
と
い

う
動
き
が
徐
々
に
見
ら
れ
た
。
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５
　
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
問
題
の
展
開

株
価
が
右
肩
上
が
り
で
あ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
は
、
株
主
と
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
取
得
者
の
両
者
に
と
っ
て
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ

ョ
ン
は
有
益
な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が
崩
壊
、
株
価
が
低
迷
す
る
中
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

が
持
つ
株
主
や
投
資
家
に
と
っ
て
の
負
の
側
面
が
健
在
化
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

（
１
）
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
規
模
拡
大
に
伴
な
い
、
持
ち
分
の
潜
在
的
な
希
薄
化
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
一
年
の

希
薄
化
は
一
四
・
一
％
）。

（
２
）
大
幅
な
持
ち
分
の
希
薄
化
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
主
不
在
の
場
で
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
が
決
定
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
。

（
３
）
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
が
会
計
上
の
利
益
の
か
さ
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
４
）
経
営
陣
に
株
価
の
引
き
上
げ
を
目
的
と
し
た
リ
ス
ク
の
高
い
経
営
判
断
を
促
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
規
制
当
局
や
機
関
投
資
家
の
間
で
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
乱
用
を
防
ぐ
動
き
が
活
発
化
し
た
。
ま

ず
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
乱
用
を
防
ぐ
た
め
に
プ
ラ
ン
の
決
定
に
株
主
が
介
在
で
き
る
状
況
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
生
じ
、

株
主
承
認
に
関
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
次
に
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
生
じ
、
具
体
的
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
費
用
計
上
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
な
が
っ
た
。

前
者
の
株
主
承
認
の
是
非
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

米
国
の
ほ
と
ん
ど
の
会
社
法
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
に
関
し
て
株
主
承
認
を
義
務
付
け
て
お
ら
ず
、
連
邦
レ
ベ
ル

の
規
制
は
実
質
的
に
取
引
所
上
場
会
社
規
制
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

最
近
株
主
総
会
で
企
業
側
が
提
案
し
た
プ
ラ
ン
が
否
決
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
こ
と
や
、
企
業
側
に
機
動
的
な
ス
ト
ッ
ク

（31）



オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
株
主
承
認
を
必
要
と
し
な
い
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
採
用
す
る
企
業
が

増
え
て
い
る
。
株
主
か
ら
は
、
株
主
不
在
の
場
で
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
な
う
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
対

す
る
不
満
や
情
報
開
示
の
充
実
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
取
引
所
は
激
化
す
る
市
場
間
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
、
上
場
企
業
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
導
入

し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
上
場
先
市
場
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
株
主
承
認
に
関
す
る
規
制
に
は
後
ろ
向
き
の

姿
勢
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
当
時
の
レ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
と
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
対
し
て
、
全
て
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ

ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
株
主
承
認
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
上
場
会
社
規
則
に
盛
り
込
む
よ
う
に
促
し
た
（
６
）。

二
〇
〇
一
年
エ
ン
ロ
ン
破
綻
か
ら
、
米
国
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
関
す
る
議
論
が
高
ま
り
、
二
〇
〇
二
年
二
月
に

ピ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
が
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
株
主
承
認
を
義
務
付
け
る
提
案
も
含
ま
れ
た
書
簡

を
送
付
し
た
。

ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
規
則
改
正
と
し
て
は
、
①
す
べ
て
の
株
主
に
付
与
さ
れ
る
場
合
や
②
企
業
が
人
材
を
登
用
に
利
用
す
る
等
を
除
い

て
オ
フ
ィ
サ
ー
ま
た
は
取
締
役
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
与
す
る
場
合
に
は
株
主
の
承
認
が
必
要
に
な
っ
た
。

一
方
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
特
別
委
員
会
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
が
提
案
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
八
月
一
日
の
取
締
役
会

で
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
①
人
材
登
用
に
利
用
す
る
場
合
②
合
併
の
場
合
③
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
（
従
業
員
持
株
制
度
）
や
四
〇
一
（
ｋ
）

な
ど
の
税
制
優
遇
措
置
制
度
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
株
主
承
認
が
必
要
と
な
っ
た
。

前
後
す
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
新
た
な
情
報
開
示
制
度
の
導
入
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
さ
れ
た
。
①
株
主
承
認
を
受
け
た
株
式
報
酬

プ
ラ
ン
と
②
株
主
承
認
を
受
け
て
い
な
い
株
式
報
酬
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
（
ａ
）
現
存
の
オ
プ
シ
ョ
ン
や
ワ
ラ
ン
ト
が
権
利
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行
使
さ
れ
た
場
合
に
発
行
さ
れ
る
株
式
数
（
ｂ
）
現
存
の
オ
プ
シ
ョ
ン
や
ワ
ラ
ン
ト
の
加
重
平
均
価
格
（
ｃ
）
現
在
の
株
式
報
酬
プ

ラ
ン
で
将
来
発
行
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
株
式
数
（（
ａ
）
を
除
く
）
の
三
項
目
が
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
（
一
〇
―
Ｋ
）
と
株
主

総
会
招
集
通
知
（Proxy

Statem
ent

）
で
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
株
主
、
投
資
家
な
ら
び
に
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
は
、
株
主
承
認
を
受
け
て
い
な
い
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
規
模
を
把

握
し
、
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
潜
在
可
能
性
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

６
　
お
わ
り
に

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
上
記
に
挙
げ
た
問
題
の
他
に
も
、
費
用
計
上
を
め
ぐ
る
問
題
、
税
制
上
の
取
り
扱
い
の
問
題
な
ど

が
山
積
し
て
い
る
。
経
営
判
断
が
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
指
向
に
な
り
、
リ
ス
ク
の
高
い
投
資
、
過
度
の
自
社
株
買
い
、
短

期
的
収
益
の
追
求
な
ど
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
経
営
と
株
主
の
間
に
、
結
果
的
に
利
益
相
反
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
経
営
責
任
の
明
確
化
と
、
透
明
か
つ
明
確
な
情
報
開
示
と
株
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
企
業
の
経
営
戦
略
の
一
部
と
し

て
、
よ
り
質
の
高
い
も
の
を
策
定
す
る
こ
と
が
今
後
も
望
ま
れ
る
。

注（
１
）

長
浜
洋
一
（
二
〇
〇
一
）「
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
」
企
業
会
計
五
月
号
、
一
〇
九
頁
。

（
２
）

内
部
者
（
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
）
の
自
社
株
の
売
買
に
関
す
る
厳
密
な
規
定

（
３
）

同
法
一
〇
条
（
ｂ
）
な
ど
の
よ
う
な
他
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
規
制
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
重
要
な
内
部
情
報
を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
こ
と

を
禁
じ
て
い
る
が
、
同
法
一
六
条
（
ｂ
）
は
無
条
件
に
六
ヶ
月
以
内
の
売
買
を
禁
じ
て
い
る
。
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（
４
）

例
え
ば
、
故
意
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
会
社
の
株
価
を
不
正
に
操
作
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
規
制
で

あ
る
。

（
５
）

企
業
お
よ
び
株
主
に
と
っ
て
は
、
①
株
式
付
与
形
態
と
現
金
付
与
形
態
の
報
酬
の
う
ち
前
者
の
ウ
ェ
イ
ト
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
当

面
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
抑
制
で
き
る
②
報
酬
の
一
部
を
株
主
の
利
害
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
者
や
従
業
員
に
株
主
利

益
を
最
大
化
す
る
よ
う
な
行
動
（
労
働
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
を
と
ら
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
。

（
６
）

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
と
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
を
お
い
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
の
場
合
、
上
場
規
則
に
お
い
て
、
オ
フ
ィ
サ
ー
ま
た
は
、
取
締
役
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
取
得
す
る
際
に
は
原
則
的
に
株

主
承
認
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
四
つ
の
場
合
は
株
主
承
認
を
必
要
と
し
な
い
。
①
株
主
全
員
に
発
行
さ
れ
る
場
合
②
株
主
に

広
く
発
行
さ
れ
る
場
合
（broadly-based

plan

）
③
以
前
に
雇
用
関
係
の
な
か
っ
た
新
た
な
人
材
を
登
用
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
場
合

④
導
入
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
行
使
さ
れ
て
も
い
ず
れ
オ
フ
ィ
サ
ー
ま
た
は
取
締
役
も
発
行
済
み
株
式
数
の
一
％
以
上

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
か
つ
全
体
で
発
行
済
み
株
式
数
の
五
％
を
越
え
な
い
よ
う
な
場
合
。

（
み
き
　
ま
り
・
研
究
員
）
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１
　
は
じ
め
に

主
要
先
進
国
の
証
券
取
引
所
で
は
、
近
年
次
々
と
株
式
会
社
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
、
二
〇
〇
一
年
に
は
大
阪
証

券
取
引
所
、
東
京
証
券
取
引
所
が
相
次
い
で
株
式
会
社
化
さ
れ
た
。
取
引
所
の
株
式
会
社
化
の
背
景
に
は
、
シ
ス
テ
ム
投
資
の
た
め

の
資
金
調
達
、
非
取
引
所
営
利
市
場
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
な
ど
）
と
の
競
争
、
市
場
運
営
の
効
率
化
と
い
っ
た
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

必
ず
し
も
十
分
に
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
株
式
会
社
化
の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
１
）。

と
こ
ろ
で
、
各
国
の
証
券
取
引
所
の
成
立
経
緯
を
見
る
と
（
２
）、

ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
設
立
初
期
に
は
、
取
引
所
の
出
資
者
と
、

利
用
者
（
取
引
参
加
者
で
あ
る
会
員
）
が
分
離
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
委
員
会
を
擁
し
て
二
重
の
取
引
所
管
理
（D

ualC
ontorol

）

を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
所
有
者
と
取
引
参
加
者
と
い
う
二
種
類
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
基
本
的
に
は
取
引
所
振
興
と
い
う

点
で
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
細
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
利
害
を
持
つ
た
め
、
し
ば
し
ば
利
害
の
衝
突
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
二
重
管
理
が
結
果
的
に
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
開
放
的
で
競
争
的
な
性
格
を
形
成
し
た
と
も
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
二
重
構
造
を
取
引
所
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
と
し
て
高
く
評
価
す
るR

anald
M

ichie

（
３
）（

一
九
九
九
）
に
拠
り

な
が
ら
、
設
立
初
期
の
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
運
営
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
。

（35）
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水
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２
　
排
他
的
市
場
の
設
立

ロ
ン
ド
ン
証
券
市
場
の
地
理
的
な
位
置
は
一
七
世
紀
末
頃
に
定
ま
っ
た
。
商
品
取
引
を
行
っ
た
王
立
取
引
所
（R

oyalE
xchange

）

に
隣
接
す
る
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
ア
レ
イ
（E

xchange
A

lley

）
周
辺
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
（Jonathan's

）
や
ギ

ャ
ラ
ウ
ェ
イ
ズ
（G

arraw
ay's

）
な
ど
に
証
券
取
引
を
行
う
者
が
自
然
発
生
的
に
集
ま
っ
た
の
が
発
祥
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
然

発
生
的
な
取
引
の
中
か
ら
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
支
払
い
を
受
け
て
売
買
を
仲
介
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
、
自
己
資
金
で
売
買
を
行
う
ジ
ョ

バ
ー
の
よ
う
な
専
門
業
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
の
証
券
業
者
は
、
必
ず
し
も
専
業
で
は
な
く
、
銀
行

な
ど
他
の
金
融
関
連
業
務
や
、
貿
易
な
ど
の
業
務
を
兼
営
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

十
八
世
紀
に
入
っ
て
証
券
取
引
が
拡
大
し
て
く
る
と
、
取
引
に
一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
排
他
的
市
場
を

開
設
す
る
動
き
が
始
ま
る
。
と
り
わ
け
取
引
相
手
の
デ
フ
ォ
ル
ト
・
リ
ス
ク
が
問
題
と
な
る
決
済
の
領
域
で
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
相

手
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
誘
因
が
強
い
。
た
と
え
ば
、
一
七
七
三
年
に
は
、
三
十
一
人
の
会
員
か
ら
な
る
ロ
ン
ド
ン
・
ク
リ
ア
リ
ン

グ
・
ハ
ウ
ス
が
設
立
さ
れ
イ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
業
務
を
行
う
が
、
こ
れ
は
決
済
リ
ス
ク
の
点
か
ら
一
定
条
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
を

排
除
し
た
、
最
初
の
閉
鎖
的
な
市
場
組
織
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
七
六
一
年
に
は
、
百
五
十
人
の
証
券
業
者
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
に
年
間
八
ポ
ン
ド
支
払
う
こ
と
と
引
き

換
え
に
排
他
的
な
利
用
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
は
こ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
が
、
排
除
さ
れ

た
業
者
が
こ
の
動
き
に
反
対
し
、
問
題
は
法
廷
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
一
七
六
二
年
に
下
さ
れ
た
判
決
で
、
こ
う
し
た
排
他
的
な
市
場

設
立
は
違
法
と
さ
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
は
従
前
か
ら
証
券
市
場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
の
で
、
一
部
の
者

を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
判
決
の
主
旨
で
あ
っ
た
。

排
他
的
な
組
織
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
第
二
の
試
み
は
、
一
七
七
二
年
に
始
ま
る
。
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
ズ
・
ア
レ
イ

（36）



（Sw
eetings

A
lley

）
に
新
し
い
建
物
を
建
設
し
、
こ
れ
を
入
場
料
を
徴
収
す
る
市
場
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
建
物
は
翌
年
完
成
し
、

こ
れ
が
証
券
取
引
所
（Stock

E
xchange

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
で
の
判
決
が
あ
っ
た
の
で
、
入
場
を
希

望
す
る
も
の
は
誰
で
も
一
日
六
ペ
ン
ス
の
支
払
い
で
入
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
金
額
は
、
毎
週
六
日
入

場
し
た
場
合
の
計
算
上
の
年
間
料
金
が
七
・
八
ポ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
へ
の
申
し
出
と
事
実
上
同
じ
こ

と
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

こ
の
市
場
は
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
に
代
わ
る
新
し
い
取
引
の
中
心
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
建
物

を
は
じ
め
と
し
て
市
内
各
所
に
証
券
取
引
の
場
所
（
無
料
）
が
機
能
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
市
場
は
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
言
え

な
か
っ
た
。
し
か
し
資
金
に
余
裕
の
あ
る
証
券
業
者
や
投
資
家
に
と
っ
て
、
市
場
を
設
立
し
て
会
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
収
益
の
見

込
め
る
投
資
に
な
り
う
る
と
い
う
先
例
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
証
券
市
場
で
は
、
プ
ロ
の
証
券
業
者
は
会
費
を
支

払
っ
て
仲
間
の
業
者
と
取
引
す
る
一
方
、
無
料
の
非
公
式
市
場
に
も
出
入
り
し
、
一
般
の
投
資
家
や
た
ま
た
ま
来
て
い
る
プ
ロ
の
業

者
ど
う
し
で
取
引
す
る
と
い
っ
た
あ
り
方
も
継
続
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
証
券
市
場
は
成
長
し
て
い
っ
た
。

一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
大
陸
で
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
続
く
欧
州
大
陸
で
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
主
要
取
引
所
で
あ
っ
た
パ
リ
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
両
取
引
所
が
機
能
を
停
止
、
海
を
隔
て
た
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
資
金
と
、
証
券

取
引
に
関
わ
る
人
材
の
両
方
が
流
入
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
戦
費
調
達
の

た
め
に
政
府
証
券
の
発
行
を
増
大
さ
せ
た
た
め
に
、
証
券
取
引
へ
の
需
要
は
極
め
て
大
き
く
、
パ
リ
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
両
取
引
所

の
機
能
停
止
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
証
券
市
場
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
大
陸
か
ら
の
金
融
業
者
の
流
入
は
、
先
進
の
取
引

手
法
を
ロ
ン
ド
ン
に
持
ち
込
み
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
市
場
で
は
証
券
取
引
と
資
金
が
増
大
し
、
こ
れ
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
圧
力
が
か
か
っ
て
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い
た
。

３
　
規
制
さ
れ
た
市
場
の
登
場

大
陸
か
ら
の
新
た
な
証
券
業
者
の
流
入
に
よ
る
信
用
リ
ス
ク
問
題
に
対
し
て
は
、
一
七
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
取
引
所
総
務
委
員

会
（C

om
m

ittee
for

G
erenalPurposes

）
で
、
デ
フ
ォ
ル
ト
を
起
し
た
参
加
者
の
排
除
を
中
心
と
し
た
市
場
規
制
が
始
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
が
ら
み
の
紛
争
の
解
決
や
取
引
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

市
場
規
制
の
た
め
の
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
証
券
業
者
に
と
っ
て
本
業
と
は
別
の
負
担
と
な
る
た
め
、
専
業
の
事
務
局
の

設
置
が
検
討
さ
れ
、
事
務
局
の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
取
引
所
の
建
物
に
定
期
的
に
通
う
者
か
ら
市
場
規
制
の
経
費
と
し
て
会
費

を
徴
収
し
始
め
る
。（
金
額
が
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
時
々
し
か
来
な
い
者
は
免
除
）。

こ
の
後
、
取
引
所
建
物
の
出
資
者
は
、
一
八
〇
一
年
に
出
資
者
委
員
会
（C

om
m

ittee
of

Proprietors

）
で
、
会
費
を
徴
収
し
て

入
場
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
出
資
者
側
の
当
初
の
計
算
で
は
、
一
会
員
あ
た
り
年
間
十
ギ
ニ
ー
の
会
費
を
徴
収
し
、

二
百
人
の
会
員
を
集
め
れ
ば
、
年
間
二
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
と
な
り
、
こ
れ
で
経
費
と
投
資
収
益
を
ま
か
な
え
る
と
い
う
の
も
の

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
会
費
は
、
取
引
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
委
員
会
で
あ
る
総
務
委
員
会
で
了
承
さ
れ
、
翌
日

掲
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
建
物
を
い
っ
た
ん
閉
じ
た
上
で
、
新
し
い
取
引
所
が
会
費
制
の
市
場
（Subscription

R
oom

）
と

し
て
新
た
に
再
開
さ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
開
設
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
を
出
て
専
用
の
建
物
を
保
有
し
た
一
七
七
三
年
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
参
加
を
会
員
に
限
定
し
て
会
費
を
徴
収
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
事
務
局
を
置
い
て
市
場
管
理
を
行
い
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
持
っ

て
市
場
を
規
制
す
る
と
い
う
点
で
、
単
な
る
取
引
者
の
集
合
体
で
は
な
い
組
織
と
な
っ
た
。
規
制
主
体
を
持
つ
組
織
と
し
て
の
ロ
ン

（38）



ド
ン
証
券
取
引
所
の
誕
生
は
し
た
が
っ
て
、
一
八
〇
二
年
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

４
　
二
重
管
理
（D

ualC
ontrol

）

初
期
の
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
は
、
こ
の
よ
う
に
、
建
物
の
所
有
者
（
出
資
者
）
と
そ
の
建
物
を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
会
員
証

券
業
者
に
よ
っ
て
二
重
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
意
思
決
定
を
行
う
委
員
会
を
持
ち
、
取
引
所
の
振
興
と

い
う
点
で
は
一
致
し
た
利
害
を
も
っ
て
い
た
が
、
細
部
に
わ
た
っ
て
は
利
益
相
反
が
生
じ
る
面
も
あ
っ
た
。

取
引
所
出
資
者
は
、
建
物
に
資
金
を
投
じ
て
建
物
を
運
営
し
て
お
り
、
会
員
か
ら
会
費
を
徴
収
し
て
収
入
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
会
費
収
入
は
多
い
ほ
ど
よ
い
が
、
会
費
が
高
く
な
る
と
既
存
会
員
の
反
発
を
招
き
、
外
部
に
よ
り
安
い
ラ
イ
バ
ル
市
場
が
現

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
会
費
を
抑
え
て
会
員
数
の
増
大
を
は
か
る
方
が
望
ま
し
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
証
券
取
引
が
拡
大
し
、

ロ
ン
ド
ン
証
券
市
場
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
、
所
有
者
は
数
度
に
わ
た
っ
て
資
本
を
投
じ
て
新
た
に
取
引
所
の
建
物
の
拡

張
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
建
物
を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
会
員
に
と
っ
て
は
、
会
費
は
低
い
ほ
ど
望
ま
し
い
。
証
券
業

務
に
よ
る
収
入
は
変
動
が
大
き
い
た
め
、
証
券
業
者
は
と
り
わ
け
固
定
費
を
嫌
う
傾
向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
デ
フ
ォ
ル
ト

リ
ス
ク
を
嫌
っ
た
こ
と
や
、
会
員
が
増
加
し
て
取
引
の
閑
散
期
に
ラ
イ
バ
ル
が
多
く
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
入
会
に
対
し
て

も
制
限
的
な
ル
ー
ル
を
望
ん
で
い
た
。

出
資
者
委
員
会
は
、
会
費
の
設
定
と
建
物
の
運
営
に
関
す
る
権
限
の
み
を
持
ち
、
新
入
会
員
の
承
認
を
含
め
た
市
場
運
営
権
は
証

券
業
者
の
委
員
会
で
あ
る
総
務
委
員
会
が
保
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
会
員
の
絶
対
数
を
制
限
す
る
こ
と
に
は
出
資
者

委
員
会
が
同
意
し
な
い
た
め
、
そ
の
後
も
会
員
の
絶
対
数
は
事
実
上
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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５
　
会
員

二
重
管
理
が
行
わ
れ
た
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
へ
の
入
会
は
か
な
り
オ
ー
プ
ン
な
性
格
を
持
っ
た
。
会
員
は
他
の
ラ
イ
バ

ル
市
場
へ
の
入
会
を
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
と
、
無
限
責
任
を
負
う
個
人
で
あ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
み
で
、
基
本
的
に
使
用
リ

ス
ク
の
観
点
か
ら
選
別
さ
れ
た
。
一
年
目
に
は
八
名
が
参
加
を
拒
否
、
二
年
目
に
は
四
九
八
人
の
会
員
に
対
し
て
十
七
名
が
拒
否
さ

れ
て
い
る
（
三
％
）。
取
引
所
は
証
券
業
者
の
増
加
に
対
し
て
、
会
員
数
の
制
限
で
は
な
く
、
建
物
の
増
設
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。

当
初
は
兼
業
制
限
な
ど
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
会
員
の
中
に
は
商
業
銀
行
業
務
や
ビ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
兼
業
制
限
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
一
八
一
一
年
に
は
こ
う
し
た
兼
業
制
限
が
集
成
さ
れ
て
ル
ー
ル
に
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
以
降
新
会
員
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
兼
業
が
禁
止
さ
れ
、
す
で
に
会
員
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
会
当

初
に
行
っ
て
い
た
業
務
以
上
に
拡
大
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

兼
業
制
限
が
行
わ
れ
た
理
由
は
、
他
業
務
で
の
損
失
が
取
引
所
の
他
の
会
員
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
デ
フ
ォ
ル
ト
が

発
生
し
た
場
合
に
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
デ
フ
ォ
ル
ト
会
員
の
資
産
を
め
ぐ
っ
て
取
引
所
外
部
の
債
権
者
と
の
間
で
も
め
ご
と
と
な

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、
会
員
に
対
し
て
決
済
に
充
て
る
た
め
の
保
証
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
八
二
一
年
に
は
新
入
会
員
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
推
薦
者
が
二
五
〇
ポ
ン
ド
の
支
払
保
証
を
行
う
こ
と
、
一
八
三
二
年
に
は

新
入
会
員
に
は
三
名
の
推
薦
者
を
要
す
る
こ
と
と
し
、
推
薦
者
そ
れ
ぞ
れ
が
三
百
ポ
ン
ド
の
支
払
保
証
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
取
引
所
は
一
八
三
三
年
か
ら
会
員
の
デ
フ
ォ
ル
ト
に
際
し
て
従
来
の
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
ト
会
員
の
掲
示
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、
取
引
時
間
中
に
ハ
ン
マ
ー
を
打
っ
て
デ
フ
ォ
ル
ト
を
宣
言
す
る
と
い
う
措
置
も
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
取
引
所
で
は
、
会
員
制
限
は
ゆ
る
や
か
で
、
後
に
行
わ
れ
た
会
員
の
兼
業
制
限
は
、
会
員
の
支
払
不
能
リ

ス
ク
を
減
ら
し
、
ま
た
支
払
不
能
時
の
債
権
・
債
務
処
理
の
複
雑
化
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

（40）



６
　
手
数
料

一
方
、
売
買
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
取
引
所
は
最
低
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
を
と
ら
な
か
っ
た
。
会
員
間
の
競
争
が
激
し
い
時
期
に
は

最
低
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
導
入
の
機
運
が
高
ま
っ
た
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
こ
れ
以
前
に
取
引
所
は
、

会
員
間
の
競
争
を
緩
和
す
る
よ
う
な
措
置
を
い
く
つ
か
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
取
引
所
は
、
会
員
に
対
し
て
、
別
の
会
員
の
顧

客
に
証
券
販
売
の
勧
誘
行
為
を
行
う
こ
と
な
ど
を
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
会
員
間
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
割
引
な

ど
を
行
っ
て
顧
客
を
奪
っ
た
と
す
る
も
め
ご
と
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
標
準
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
率
が
か
な
り
広
く

使
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
標
準
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
証
券
業
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
。

一
八
一
三
年
と
一
八
三
八
年
に
最
低
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
問
題
が
持
ち
上
が
る
が
、
結
果
的
に
は
裁
量
性
の
あ
る
標
準
レ
ー
ト
方

式
が
支
持
を
得
た
。
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
は
、
基
本
的
に
会
員
間
の
利
害
調
整
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
会
員
と
顧
客
と
の
関
係

に
は
介
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
会
員
も
ル
ー
ル
が
あ
る
ほ
う
が
良
い
領
域
と
、
裁
量
に
任
さ
れ
た
方
が
良
い
領
域
を
意
識

し
て
お
り
、
取
引
所
が
何
を
規
制
し
何
を
規
制
し
な
い
か
は
そ
の
時
そ
の
時
で
決
め
ら
れ
て
い
く
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、

こ
の
後
も
会
員
の
裁
量
に
任
さ
れ
、
大
口
顧
客
な
ど
は
割
引
を
受
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

７
　
新
証
券
へ
の
対
応

十
八
世
紀
末
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
始
ま
る
と
、
戦
費
調
達
の
た
め
の
政
府
証
券
の
発
行
が
増
大
す
る
。
こ
れ
に
は
イ
ギ
リ
ス
本

国
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
各
国
の
も
の
も
含
ま
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
証
券
市
場
で
は
一
八
二
〇
年
代
か
ら
外
国
政
府

の
債
務
の
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
外
国
証
券
の
取
引
は
当
初
は
取
引
所
で
は
な
く
街
路
や
王
立
取
引
所

で
行
わ
れ
て
い
た
。
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会
員
か
ら
の
二
度
に
わ
た
る
要
請
を
受
け
て
、
取
引
所
が
外
国
証
券
の
ク
オ
ー
ト
を
開
始
し
た
の
は
一
八
二
二
年
で
あ
る
。
こ
の

新
証
券
の
取
引
需
要
に
す
ば
や
く
対
応
し
た
の
は
出
資
者
委
員
会
で
、
委
員
会
は
同
年
の
う
ち
に
取
引
所
に
隣
接
す
る
ケ
ー
ペ
ル
・

コ
ー
ト
六
番
地
に
追
加
の
建
物
を
確
保
し
た
。
こ
の
対
応
の
背
景
に
は
、
外
国
証
券
を
扱
う
証
券
業
者
が
別
の
人
物
に
外
国
証
券
の

市
場
の
た
め
の
建
物
確
保
を
打
診
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
取
引
所
の
出
資
者
委
員
会
は
、
別
の
市
場
が
開
設
さ
れ
て
収
入
機
会
を

奪
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
迅
速
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
外
国
証
券
を
取
り
扱
う
証
券
業
者
を
新
た
に
会
員
に
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
か
ら
な
る
総
務
委
員
会
は
そ

こ
ま
で
す
ば
や
く
は
対
応
し
な
か
っ
た
。
信
用
面
で
不
確
実
な
会
員
の
入
会
に
は
必
ず
し
も
好
意
的
で
な
く
、
新
た
な
業
者
は
非
会

員
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
外
国
証
券
の
市
場
は
、
当
面
既
存
会
員
は
無
料
、
非
会
員
か
ら
年
間
八
ギ
ニ
ー
徴
収
す
る
と
い

う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
、
外
国
証
券
市
場
運
営
は
会
員
と
非
会
員
に
よ
っ
て
合
同
管
理
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
外
国
証

券
市
場
は
、
当
初
は
空
間
的
に
も
会
員
の
面
で
も
分
離
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
市
場
は
大
成
功
を
収
め
、
建
物
は
す
ぐ
に
手
狭
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
出
資
者
委
員
会
は
、
続
い
て
ケ
ー
ペ
ル
・
コ
ー
ト
三
番
地
に
さ
ら
に
追
加
の
建
物
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

取
引
所
が
利
用
者
で
あ
る
会
員
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い
た
ら
、
こ
こ
ま
で
す
ば
や
い
対
応
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
外
国
証

券
の
受
け
入
れ
に
も
ロ
ン
ド
ン
の
二
重
管
理
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
証
券
市
場
は
、
そ
の
後
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
終
結
に
と
も
な
っ
て
規
模
を
や
や
縮
小
し
、
統
合
が
提
案
さ
れ
た
が
、
会
員
に
よ
る
総
務
委
員
会
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
。

出
資
者
側
は
、
外
国
市
場
を
従
来
の
建
物
の
空
い
た
空
間
に
合
併
、
そ
の
後
取
引
ル
ー
ル
も
徐
々
に
融
合
さ
れ
た
結
果
、
一
八
五
八

年
に
会
員
権
の
面
で
も
完
全
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
各
国
の
国
債
発
行
は
増
大
し
、
海
外
の
国
際
取
引
は
ロ
ン
ド
ン
の
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

ロ
ン
ド
ン
の
証
券
市
場
で
は
、
政
府
証
券
に
続
い
て
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
株
式
会
社
形
態
で
設
立
さ
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れ
た
自
国
・
海
外
の
鉄
道
、
運
河
、
鉱
山
、
さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
産
業
株
ま
で
、
次
々
と
新
し
い
取
引
対
象
が
現
れ
る
。
政
府
証
券

以
外
の
証
券
の
取
引
は
、
も
と
も
と
は
既
存
の
建
物
と
は
別
に
設
け
ら
れ
た
外
国
証
券
の
市
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。
会
員
が
取
引
所

外
で
会
社
株
式
を
扱
う
よ
う
に
な
る
と
、
取
引
所
内
の
ジ
ョ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
相
場
動
向
の
全
貌
が
つ
か
み
に
く
く
な
り
取
引
リ

ス
ク
が
増
大
す
る
た
め
、
取
引
所
で
取
引
が
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
と
す
る
声
明
が
一
八
四
三
年
に
出
さ
れ
た
。

こ
こ
で
も
出
資
者
委
員
会
は
す
ば
や
い
対
応
を
見
せ
、
翌
年
に
は
ス
ロ
グ
モ
ー
ト
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
（T

hrogm
orton

Street

）

九
番
地
を
購
入
し
て
市
場
を
拡
張
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
は
政
府
証
券
か
ら
会
社
株
式
の
時
代
へ
移
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
こ
の
間
、
ス
レ
ッ
ド
ニ
ー
ド
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
に
会
社
株
式
を
扱
う
ラ
イ
バ
ル
市
場
が
登
場
し
て
い
る
が
、
十
分
な
成
功

を
収
め
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
会
社
株
式
の
取
引
で
は
、
ダ
ブ
リ
ン
や
リ
バ
プ
ー
ル
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
な
ど
の

地
方
証
券
取
引
所
が
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
大
き
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
で
も
多
く
の
会
社
が
設
立
さ
れ
、
会
社

情
報
を
得
や
す
い
こ
と
か
ら
、
発
行
会
社
の
所
在
地
で
取
引
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
一

八
四
〇
年
代
の
鉄
道
ブ
ー
ム
で
は
十
八
の
地
方
証
券
取
引
所
が
活
動
し
て
い
た
。
出
資
者
は
そ
の
後
も
一
八
五
三
年
に
建
物
を
新
築
、

一
八
七
二
年
に
は
地
下
清
算
室
を
増
設
、
一
八
八
四
年
に
は
東
側
の
隣
設
す
る
建
物
を
購
入
と
規
模
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
会
費
も
値
上
げ
さ
れ
た
が
入
会
抑
制
的
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

８
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
戦
前
の
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
は
比
較
的
競
争
的
な
環
境
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

初
期
の
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
に
関
し
てM

ichie

が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
は
圧
倒
的
な
存
在
で
は

あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
取
引
所
外
取
引
や
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
の
国
内
の
地
方
取
引
所
、
あ
る
い
は
パ

（43）



リ
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
っ
た
海
外
の
取
引
所
と
の
間
で
絶
え
間
な
い
競
争
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
決

し
て
独
占
的
な
存
在
に
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
出
資
者
委
員
会
が
取
引
所
の
運
営
に
一
定
の
発
言
力
を
維
持

し
つ
づ
け
、
と
も
す
れ
ば
閉
鎖
的
、
反
競
争
的
に
な
り
が
ち
な
利
用
者
の
委
員
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、

新
し
い
証
券
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
、
会
員
数
な
ど
に
制
限
を
設
け
な
い
市
場
、
あ
る
い
は
対
顧
客
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
裁
量
の
余

地
を
残
し
た
取
引
所
を
形
成
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
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